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論　　　説

は
じ
め
に

　

現
在
、
世
界
中
の
多
く
の
国
で
、
行
政
過
程
上
の
事
前
手
続
に
関
す
る
法
律
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、「
法
の
支
配
」

な
い
し
「
実
質
的
法
治
主
義
」
の
要
請
や
基
本
的
人
権
（
手
続
的
権
利
）
を
保
障
す
る
た
め
に
行
政
手
続
法
（
本
稿
で
は
、「
行
政
手

続
」
を
「
事
前
手
続
」
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
。）
を
制
定
し
た
国
も
あ
れ
ば
、
行
政
法
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
要
請
と
し
て
行
政
手
続

法
を
制
定
し
た
国
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
、
国
際
的
標
準
（
適
正
手
続
の
四
原
則
）
に
達
し
た
行
政
手
続
法
が
制
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、

行
政
実
務
で
規
定
ど
お
り
の
手
続
が
実
現
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
ソ
ビ
エ
ト
型
を
土
台
に
行
政
法
が
生
成
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、

民
主
主
義
・
法
の
支
配
（
実
質
的
法
治
主
義
）
へ
の
移
行
か
ら
二
三
年
が
経
過
し
た
二
〇
一
五
年
に
行
政
手
続
に
関
す
る
「
行
政
一
般

法
（Захиргааны

 ерөнхий хууль

）」
が
制
定
さ
れ
た
。
行
政
一
般
法
は
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ラ
ト
ビ
ア
と

い
っ
た
大
陸
法
系
諸
国
に
お
け
る
行
政
手
続
法
を
参
照
し
て
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
国
で
明
ら
か
に
な
っ
た
行
政
手
続

上
の
課
題
に
も
対
応
し
て
お
り
、
同
法
の
内
容
は
、
正
に
先
進
的
な
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
、
現
在
に
お
い
て
も
、
行
政
権
の
最
高

機
関
で
あ
る
内
閣
（
総
理
大
臣
）
が
、
同
法
の
定
め
る
適
正
手
続
の
原
理
（
行
政
一
般
法
四
条
二
項
六
号
）
を
無
視
す
る
事
例
が
現
れ

て
お
り
、
ま
た
、
行
政
実
務
で
も
規
定
に
沿
っ
た
運
用
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
司
法
権
も
、
事

前
手
続
を
実
体
的
判
断
に
従
属
す
る
も
の
と
い
う
立
場
を
と
り
、「
行
政
の
手
続
軽
視
」
を
促
す
よ
う
な
判
決
を
下
し
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
行
政
一
般
法
の
定
め
る
手
続
規
定
の
う
ち
、
不
利
益
処
分
の
事
前
手
続
（
以
下
「
不
利
益
処
分
手
続
」
と
い

う
。）
に
つ
い
て
、
そ
の
執
行
状
況
を
含
め
た
検
討
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
不
利
益
処
分
」
と
は
、
特
定
の
者
を
名
宛

人
と
し
て
、
義
務
を
課
し
ま
た
は
権
利
利
益
を
制
限
す
る
処
分
を
い
う
（
行
政
一
般
法
三
七
条
五
項
）。
日
本
の
行
政
手
続
法
二
条
四

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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モンゴルにおける不利益処分手続の展開（一）　

号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
よ
う
な
適
用
除
外
は
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
申
請
に
対
す
る
拒
否
処
分
や
事
実
上
の
行
為
、
さ
ら
に
、
行
政
罰
の

賦
科
決
定
も
不
利
益
処
分
の
定
義
に
含
ま
れ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
の
歴
史
的
経
緯
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る

と
、
ま
ず
、
社
会
主
義
体
制
下
（
一
九
二
四
年
か
ら
一
九
九
〇
年
）
に
お
い
て
、「
行
政
罰
の
賦
科
決
定
」
が
不
利
益
処
分
と
し
て
認

知
さ
れ
、
こ
れ
に
関
す
る
手
続
規
定
が
特
別
法
（
一
九
六
四
年
、
行
政
執
行
委
員
会
規
則
）
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
他
の
不
利
益
処

分
（
当
時
は
、
命
令
保
護
的
処
分
と
言
わ
れ
て
い
た
）
の
適
法
性
の
統
制
に
は
、
検
察
官
の
一
般
監
督
、
不
服
申
立
て
、
行
政
訴
訟

（
列
記
事
件
の
み
）
と
い
っ
た
事
後
的
救
済
手
段
だ
け
で
足
り
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
他
方
で
、
一
九
九
〇
年
以
降
の
民
主
主
義
移

行
期
に
お
い
て
は
、
行
政
罰
の
賦
科
手
続
の
ほ
か
に
も
、
一
部
の
分
野
に
関
連
し
て
事
前
手
続
が
設
け
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の

不
利
益
処
分
手
続
の
内
容
は
、
国
民
の
手
続
的
権
利
を
保
障
す
る
の
に
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
手
続
規
定
は
、

行
政
実
務
お
よ
び
裁
判
例
に
お
い
て
も
軽
視
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
二
〇
一
五
年
の
行
政
一
般
法
に
お
い
て
一
般
的
・
統
一
的
な

不
利
益
処
分
手
続
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、「
革
新
的
」
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
は
、
次
の
二
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
第
一
に
、
不
利
益
処
分
手
続
に
関
す
る
「
歴
史
的
遺
産
」
に
、
行
政

一
般
法
の
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
不
利
益
処
分
手
続
の
「
歴
史
的
遺
産
」
と
は
、
一
つ
目
に
、
行
政
罰
の
賦
科
手
続

を
不
利
益
処
分
手
続
の
一
種
と
し
て
位
置
づ
け
る
考
え
方
、
二
つ
目
に
、
行
政
実
務
に
お
け
る
事
前
手
続
の
軽
視
、
三
つ
目
に
、
裁
判

例
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
を
実
体
的
判
断
に
対
し
て
従
属
的
な
も
の
と
み
な
す
考
え
方
を
い
う
。

　

第
二
に
、
行
政
一
般
法
上
の
不
利
益
処
分
手
続
の
制
度
上
・
運
用
上
の
問
題
を
明
確
に
し
、
そ
う
し
た
問
題
に
関
し
て
、
不
利
益
処

分
手
続
の
「
歴
史
的
遺
産
」
が
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
検
討
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下

の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
い
。
一
つ
目
に
、
日
本
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
と
の
対
比
を
「
公
正
か
つ
効
率
的
な
手
続
」
と

い
う
観
点
か
ら
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
モ
ン
ゴ
ル
の
不
利
益
処
分
手
続
の
特
徴
を
客
観
的
に
摘
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
両
国
が

（
7
）

（
8
）
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論　　　説

同
じ
く
大
陸
法
圏
に
属
す
る
点
、
お
よ
び
行
政
一
般
法
の
起
草
過
程
で
日
本
法
が
参
照
さ
れ
た
点
、
さ
ら
に
、
日
本
の
「
行
政
手
続
法

（
平
成
五
年
法
律
第
八
八
号
）」（
以
下
「
行
手
法
」
と
い
う
。）
の
定
め
る
不
利
益
処
分
手
続
は
、
正
に
「
国
際
的
標
準
」
に
達
し
て

い
る
と
い
う
点
か
ら
し
て
、
日
本
法
を
比
較
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
用
い
る
二
つ
目
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
、
不
利
益
処
分
手
続
の
運
用
上
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
行
政
実
務
に
お
け
る
調
査
や
裁
判
例
分
析
の
手
法
を
用
い
て
い

る
。

　

モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
の
制
度
と
運
用
上
の
問
題
に
関
す
る
研
究
は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
本

稿
は
、
モ
ン
ゴ
ル
法
の
現
状
を
で
き
る
限
り
客
観
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
い
た
し
た
い
。

第
一
章　

行
政
一
般
法
の
制
定
と
特
色

第
一
節　

制
定
の
背
景
と
経
緯

　
　

一　

制
定
の
背
景

　

モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
従
来
、
少
数
の
特
別
法
の
み
が
手
続
規
定
を
設
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
憲
法
の
規
定
と
そ
の
他
の
理
由
か
ら
、
行
政

手
続
に
関
す
る
法
律
の
制
定
が
必
要
と
さ
れ
た
。
法
務
・
内
務
省
に
よ
れ
ば
、「
二
〇
一
五
年
時
点
で
四
二
〇
あ
る
現
行
法
の
う
ち
、

約
二
五
〇
の
法
律
が
、
国
民
の
権
利
利
益
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
政
作
用
を
行
う
権
限
を
行
政
機
関
に
付
与
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
法
律
は
、
当
該
行
政
作
用
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
行
う
の
か
と
い
う
手
続
規
定
を
設
け
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

行
政
機
関
は
、
手
続
を
行
わ
な
い
か
、
ま
た
は
、
恣
意
的
な
手
続
を
行
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
」。
行
政
の
「
恣
意
性
」
は
、
モ

ン
ゴ
ル
の
よ
う
に
社
会
主
義
体
制
を
経
験
し
た
国
に
お
い
て
根
強
く
存
在
す
る
。
社
会
主
義
体
制
下
で
は
、「
人
民
を
恣
意
的
に
統
治

し
、
人
民
を
強
迫
し
、
指
揮
す
る
」
と
い
っ
た
一
方
的
・
強
制
的
な
方
法
を
通
じ
て
行
政
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
さ
れ
る

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）
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モンゴルにおける不利益処分手続の展開（一）　

か
ら
で
あ
る
。

　

モ
ン
ゴ
ル
の
法
務
・
内
務
省
は
、
行
政
一
般
法
の
憲
法
的
根
拠
と
し
て
、
憲
法
一
条
二
項
、
一
六
条
一
二
項
、
一
六
条
一
四
項
、
一

九
条
一
項
を
挙
げ
て
い
る
。
憲
法
一
条
二
項
は
、「
国
の
活
動
の
基
本
原
理
は
、
民
主
主
義
、
正
義
、
自
由
、
平
等
及
び
国
民
の
統
合

並
び
に
法
律
の
尊
重
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
、
一
九
条
一
項
は
、「
国
は
、
人
権
及
び
自
由
を
確
保
す
る
た
め
の
、
経
済
的
、

社
会
的
、
法
的
に
平
等
な
保
障
を
創
設
し
、
人
権
及
び
自
由
の
侵
害
を
防
止
し
、
侵
害
さ
れ
た
権
利
を
回
復
す
る
こ
と
で
市
民
へ
の
責

任
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
六
条
一
二
項
は
不
服
申
立
権
を
、
同
条
一
四
項
は
提
訴
権
を
定
め
て
い
る
。

た
だ
し
、
行
政
一
般
法
は
、
事
前
手
続
の
み
な
ら
ず
不
服
申
立
て
や
国
家
賠
償
に
関
す
る
規
定
も
含
ん
で
お
り
、
法
務
・
内
務
省
は
、

こ
れ
ら
の
憲
法
上
の
規
定
の
い
ず
れ
が
、
行
政
一
般
法
上
の
ど
の
制
度
の
根
拠
規
定
に
な
る
の
か
を
明
記
し
て
い
な
い
。
学
説
は
、
法

務
・
内
務
省
の
列
挙
条
項
の
う
ち
、「
法
律
の
尊
重
（
法
の
支
配
な
い
し
実
質
的
法
治
主
義
）」（
憲
法
一
条
二
項
）
の
条
項
が
事
前
手

続
の
憲
法
的
根
拠
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
透
明
な
行
政
運
営
の
実
現
お
よ
び
権
利
利
益
の
侵
害
の
防
止
と

い
う
観
点
か
ら
、
事
前
手
続
の
意
義
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

二　

制
定
の
経
緯

　

以
下
で
は
、
事
前
手
続
の
法
典
化
を
め
ぐ
る
議
論
を
、
時
系
列
に
沿
っ
て
九
〇
年
代
末
の
議
会
に
お
け
る
議
論
、
二
〇
一
一
年
の
第

一
次
研
究
会
の
議
論
と
二
〇
一
二
年
の
第
二
次
研
究
会
の
議
論
に
分
け
て
概
観
す
る
。

　

1　

九
〇
年
代
末
の
議
会
に
お
け
る
議
論

　

事
前
手
続
に
関
す
る
法
典
化
の
議
論
は
、
九
〇
年
代
末
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
社
会
一
般
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

（
14
）

（
15
）

（
16
）（

17
）
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論　　　説

九
〇
年
代
末
の
議
論
は
、
当
時
の
議
会
の
少
数
の
議
員
が
、
ド
イ
ツ
の
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
研
究
所
に
立
案
を
依
頼
し
、
検
討
を
行

っ
て
い
た
に
と
ど
ま
る
。
立
案
に
携
わ
っ
た
ル
ン
デ
ー
ジ
ャ
ン
ツ
ァ
ン
（Д

.Л
үндээж

анцан

）
議
員
は
、
ド
イ
ツ
の
行
政
手
続
法
を

参
考
に
し
た
草
案
の
内
容
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
と
述
べ
て
お
り
、
当
時
は
、
事
前
手
続
の
理
解
が
一
般
に
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。

　

同
草
案
は
、
総
則
、
行
政
処
分
（
行
政
処
分
の
手
続
・
効
力
・
取
消
し
、
行
政
執
行
）、
行
政
契
約
、
行
政
計
画
の
四
章
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
た
。
同
草
案
の
作
成
に
関
し
て
、
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
研
究
所
の
ラ
イ
ナ
ー
・
グ
ロ
ー
ト
は
、
次
の
助
言
を
し
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
行
政
運
営
に
支
障
を
き
た
す
ほ
ど
多
く
の
手
続
を
設
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
不
利
益
処
分
に
関
す
る
手
続
を
設
け
る

こ
と
、
行
政
作
用
（
行
政
処
分
、
行
政
契
約
、
行
政
計
画
）
の
利
害
関
係
者
に
文
書
閲
覧
請
求
権
を
付
与
す
る
こ
と
、
行
政
運
営
の
透

明
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
を
考
慮
し
て
草
案
を
作
成
す
べ
き
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
草
案
に
関
す

る
検
討
は
途
中
で
頓
挫
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
ル
ン
デ
ー
ジ
ャ
ン
ツ
ァ
ン
議
員
の
言
葉
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
事
前
手
続
に

関
す
る
認
識
が
、
議
会
に
も
研
究
者
に
も
十
分
で
な
か
っ
た
点
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

2　

二
〇
一
一
年
の
第
一
次
研
究
会

　

事
前
手
続
に
関
す
る
法
律
の
必
要
性
は
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
一
般
的
に
認
識
さ
れ
始
め
、
法
律
制
定
に
つ
な
が
る
具
体
的
な
活
動
が

は
じ
ま
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
内
閣
の
基
本
計
画
を
議
会
が
定
め
て
お
り
、
議
会
の
二
〇
〇
八
年
三
五
号
決
定
「
内
閣
の
基
本
計
画

の
方
針
」
の
四
条
一
項
二
号
で
は
、「
現
状
の
行
政
作
用
の
分
析
や
検
討
を
行
い
、
法
整
備
を
考
え
る
」
と
さ
れ
、
そ
の
翌
年
の
二
〇

〇
九
年
三
八
号
の
決
定
で
は
、「
行
政
手
続
に
関
す
る
基
本
法
を
整
備
す
る
」
と
し
て
、
行
政
手
続
の
法
制
化
が
国
の
基
本
方
針
と
し

て
明
記
さ
れ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
同
年
に
ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ス
・
ザ
イ
デ
ル
財
団
の
紹
介
で
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
れ
た
ガ
ン
ト
ラ
ム
・
フ
ォ

（
18
）

（
19
）

（
20
）
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モンゴルにおける不利益処分手続の展開（一）　

ン
・
シ
ェ
ル
と
、
モ
ン
ゴ
ル
の
研
究
者
や
裁
判
官
に
よ
る
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
た
。
勉
強
会
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
行
政
手
続
法
の

概
要
が
紹
介
さ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
で
も
「
同
様
の
法
律
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
具
体
的
な
立
案
作
業
を
始
め
る
こ
と
で
意

見
が
一
致
し
た
。
そ
の
後
二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
一
日
に
、「
行
政
改
革
及
び
行
政
手
続
法
の
制
定
の
必
要
性
」
と
い
う
勉
強
会
が
、

法
務
・
内
務
省
の
主
宰
で
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
経
て
、
法
務
・
内
務
大
臣
令
二
〇
一
一
年
一
月
二
六
日
一
六
号
決
定
に
よ
り
「
第
一
次
研
究
会
」
が
設
置
さ

れ
た
。
同
研
究
会
は
、
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学
法
学
部
教
授
、
行
政
裁
判
所
裁
判
官
、
行
政
機
関
の
職
員
な
ど
、
研
究
者
と
実
務
家
の
一

七
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
同
研
究
会
は
、
最
終
的
に
二
〇
一
二
年
六
月
三
〇
日
に
草
案
（
以
下
「
第
一
次
草
案
」
と
い
う
。）
を

作
成
し
た
。
第
一
次
草
案
は
、「
行
政
作
用
法
（Захиргааны

 үйл аж
иллагааны

 тухай хууль

）」
と
い
う
名
称
の
法
律
と
し
て
、
一

四
章
一
〇
二
条
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
章
立
て
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

（
21
）

（
22
）

　

第
一
章　

総
則

　

第
三
章
　
行
政
処
分

　

第
五
章
　
行
政
契
約

　　

第
七
章　

行
政
執
行

　

第
九
章　

苦
情

　

第
十
一
章　

苦
情
処
理
に
係
る
決
定
の
執
行
、
監
督
、
不
服

　

第
十
三
章　

不
服
申
立
て
の
審
理
手
続

　

第
二
章　

行
政
機
関
と
職
員

　

第
四
章
　
命
令

　

第
六
章　



特
殊
な
行
政
作
用
（
行
政
計
画
と
略
式
の
不
服
申

立
て
の
審
理
手
続
）

　

第
八
章　

行
政
機
関
の
相
互
関
係

　

第
十
章　

苦
情
処
理

　

第
十
二
章　

不
服
申
立
て

　

第
十
四
章　

そ
の
他
（
雑
則
・
罰
則
）

　

第
一
次
草
案
は
、
行
政
処
分
、
行
政
契
約
を
は
じ
め
と
し
て
実
体
的
な
内
容
も
含
ん
で
お
り
、
実
体
的
規
定
と
手
続
的
規
定
の
両
方
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を
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
行
政
の
行
為
形
式
と
し
て
、
行
政
処
分
、
命
令
、
行
政
契
約
、
行
政
計
画
を
定
め
て
お
り
、
こ
の

う
ち
、
命
令
に
関
し
て
の
み
事
前
手
続
（
命
令
制
定
手
続
）
の
規
定
を
置
い
て
い
る
。
し
か
し
、
同
草
案
の
命
令
制
定
手
続
の
内
容
は
、

既
に
二
〇
一
〇
年
五
月
一
九
日
一
一
九
号
政
令
と
同
様
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
行
政
処
分
に
つ
い
て
は
、
処
分
後
の
理
由
の
提
示
の
規

定
（
二
〇
条
お
よ
び
二
二
条
）
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
苦
情
と
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
は
一
九
九
五
年
の
「
請
願
に
関
す
る
法

律
」
が
、
不
服
申
立
て
の
審
理
手
続
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
二
年
の
「
行
政
事
件
訴
訟
法
」
が
既
に
存
在
し
て
い
た
が
、
第
一
次
草
案
は
、

そ
れ
ら
を
一
本
化
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
次
草
案
は
、
同
草
案
上
の
手
続
を
行
っ
て
い
な
い
職
員
へ
の
制
裁
規
定

を
置
い
て
お
り
、
手
続
遵
守
の
厳
格
化
を
試
み
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
次
草
案
は
そ
の
内
容
か
ら
し
て
、
事
前
手
続
を
設
け

る
趣
旨
の
も
の
で
な
か
っ
た
。
こ
の
間
、
二
〇
一
二
年
に
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
内
閣
（
第
一
次
ア
ル
タ
ン
フ
ヤ
グ

（Н
.А

лтанхуяг

）
内
閣
、
二
〇
一
二
年
八
月
九
日
か
ら
二
〇
一
四
年
一
〇
月
五
日
）
が
発
足
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
法
務
・
内
務
副

大
臣
を
会
長
と
し
た
第
一
次
研
究
会
は
解
散
し
た
。

　

3　

二
〇
一
二
年
の
第
二
次
研
究
会

　

以
上
の
経
緯
で
第
一
次
研
究
会
が
解
散
し
た
後
、
第
二
次
研
究
会
が
新
内
閣
の
法
務
・
内
務
大
臣
の
下
で
設
け
ら
れ
た
（
法
務
大
臣

令
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
一
日
Ａ
三
七
号
）。
第
二
次
研
究
会
で
は
、
構
成
変
更
を
行
い
な
が
ら
、
第
一
次
草
案
を
原
案
と
し
て
、
検

討
を
続
け
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

研
究
会
は
、
ま
ず
、
第
一
次
草
案
を
公
表
し
、
行
政
裁
判
所
裁
判
官
、
大
学
教
授
、
行
政
機
関
の
職
員
お
よ
び
一
般
国
民
、
非
政
府

組
織
の
意
見
を
公
募
し
た
。
ま
た
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
ド
イ
ツ
の
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ル
ビ
ッ
チ
と
ガ
ン
ト
ラ
ム
・
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ル
、

ア
メ
リ
カ
の
ト
ム
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
（
シ
カ
ゴ
大
学
）、
日
本
の
岩
崎
恭
彦
、
樹
神
成
（
三
重
大
学
）
が
第
一
次
草
案
に
意
見
を
送
付

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）
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モンゴルにおける不利益処分手続の展開（一）　

し
、
こ
の
意
見
に
基
づ
き
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学
の
オ
ド
ゲ
レ
ル
と
名
古
屋
大
学
の
市
橋
克
哉
お
よ
び
龍
谷
大
学
の
本
多
滝
夫
が
面
談
を

行
う
な
ど
、
外
国
の
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、
草
案
作
成
に
あ
た
り
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、
ス
ペ
イ
ン
、
ラ
ト

ビ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
の
行
政
手
続
法
が
参
考
に
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
は
、
個
別
の
規
定
と
の
関
係
で
参
照
さ
れ
た
外
国
法
と
、
法
律
全
体

と
の
関
係
で
参
照
さ
れ
た
外
国
法
と
が
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
法
が
行
政
機
関
の
相
互
共
助
と
の
関
係
で
参
照
さ
れ
た
の
は
前
者
の
例
で
あ

り
、
ド
イ
ツ
の
行
政
手
続
法
が
参
照
さ
れ
た
の
は
後
者
の
例
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
検
討
を
踏
ま
え
た
結
果
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
二
日
に
第
二
次
草
案
が
作
成
さ
れ
た
。
同
草
案
は
、「
行
政
一
般
法

（Захиргааны
 ерөнхий хууль

）」
と
い
う
名
称
の
法
律
と
し
て
、
一
一
章
一
一
六
条
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
内
容
を
含
ん

で
い
る
。

（
28
）

（
29
）

（
30
）

第
一
章　

総
則

第
四
章
　
行
政
処
分

第
七
章　

行
政
計
画

第
十
章　

国
家
賠
償

第
二
章　

行
政
機
関

第
五
章　

行
政
契
約

第
八
章　

行
政
執
行

第
十
一
章　

そ
の
他
（
雑
則
・
罰
則
）

第
三
章　

事
前
手
続

第
六
章　

命
令

第
九
章　

不
服
申
立
て

　

第
二
次
草
案
は
、
次
に
み
る
よ
う
な
規
定
を
導
入
し
た
点
で
、
第
一
次
草
案
と
異
な
る
。
ま
ず
、
第
一
次
草
案
と
異
な
り
、
命
令
以

外
に
も
行
政
処
分
と
行
政
契
約
に
つ
い
て
事
前
手
続
の
規
定
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
行
政
指
導
（зөвлөгөө, мэдээлэл өгөх

）
お

よ
び
行
政
裁
量
（сонгох боломж

）
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
も
、
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
苦
情
と
そ
の
処
理

に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
、
不
服
申
立
て
の
規
定
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
家
賠
償
に
つ
い
て
も
独
自
の
章
を
設
け
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
事
前
手
続
に
関
す
る
規
定
を
広
く
採
用
し
な
が
ら
、
行
政
指
導
や
行
政
裁
量
と
い
っ
た
新
し
い
概
念
の
導
入
を

試
み
て
い
る
点
に
、
同
草
案
の
特
徴
が
あ
る
。
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第
二
次
草
案
の
検
討
は
二
〇
一
四
年
三
月
に
終
了
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
内
閣
が
同
草
案
を
法
案
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
こ
れ
は
、
当
時
の
内
閣
総
理
大
臣
が
同
法
の
制
定
を
先
送
り
に
す
る
立
場
を
と
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
同
草
案

が
行
政
機
関
を
概
括
的
に
定
義
し
て
い
た
た
め
、
内
閣
の
決
定
に
同
草
案
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
あ
っ
た
こ
と
が
翌

年
の
内
閣
総
理
大
臣
の
発
言
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
が
続
く
な
か
で
も
、
第
二
次
研
究
会
は
、
第
二
次
草
案
に
若
干
の
改
正
を
加
え
、
第
三
次
草
案
を
作
成
し
た
。
同
草

案
は
、
第
二
次
草
案
と
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
の
も
の
で
あ
る
が
、
事
前
手
続
を
行
う
職
員
の
作
成
す
る
意
見
聴
取
手
続
の
記
録
書
お
よ
び

処
分
調
書
、
な
ら
び
に
上
級
機
関
が
下
級
機
関
の
手
続
の
過
程
に
つ
い
て
記
載
す
る
監
督
書
の
規
定
が
、
新
設
さ
れ
て
い
る
。
第
二
次

研
究
会
は
、
第
二
次
草
案
や
第
三
次
草
案
の
作
成
に
お
い
て
、
前
述
し
た
外
国
法
の
比
較
研
究
を
行
っ
た
が
、
な
か
で
も
と
く
に
ド
イ

ツ
法
が
主
に
参
照
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
同
研
究
会
で
草
案
作
成
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
四
人
の
う
ち
、
ツ
ォ
グ
ト
以

外
の
者
は
ド
イ
ツ
留
学
の
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
、
在
モ
ン
ゴ
ル
ハ
ン
ス
・
ザ
イ
デ
ル
財
団
の
専
門
的
・
資
金
的
な
援
助
の
下
で
検
討
を

行
っ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
第
三
次
草
案
に
対
し
て
も
、
内
閣
総
理
大
臣
ア
ル
タ
ン
フ
ヤ
グ
は
、
消
極
的
な
姿
勢
を
取
り
続
け
た
。
そ
の
後
、

ア
ル
タ
ン
フ
ヤ
グ
内
閣
が
二
〇
一
四
年
に
総
辞
職
し
た
た
め
、
従
来
か
ら
行
政
一
般
法
の
制
定
に
賛
同
し
て
い
た
テ
ム
ー
ジ
ン

（Х
.Тэмүүж

ин

）
議
員
が
、
エ
レ
ベ
グ
ド
ル
ジ
（Ц

.Элбэгдорж
）
大
統
領
と
協
議
を
行
い
、
大
統
領
の
提
出
法
案
と
し
て
、
第
三

次
草
案
が
二
〇
一
五
年
二
月
六
日
に
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。

　

4　

二
〇
一
五
年
の
議
会
に
お
け
る
議
論

　

二
〇
一
五
年
二
月
六
日
に
議
会
に
提
出
さ
れ
た
行
政
一
般
法
草
案
は
、
同
年
四
月
九
日
に
議
会
第
一
回
審
議
、
同
年
六
月
一
九
日
に

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）
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モンゴルにおける不利益処分手続の展開（一）　

最
終
審
議
を
経
た
。
議
会
第
一
回
審
議
（
議
会
議
員
七
六
人
の
う
ち
六
三
人
が
参
加
）
で
は
、
法
案
提
出
者
（
大
統
領
）
お
よ
び
議
会

委
員
会
か
ら
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
、
こ
れ
を
う
け
て
質
疑
が
行
わ
れ
た
。
本
審
議
で
は
、
一
三
人
の
議
員
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、

肯
定
的
な
意
見
か
ら
重
要
な
も
の
を
紹
介
し
よ
う
。

　

テ
ム
ー
ジ
ン
議
員
は
、
次
の
よ
う
に
行
政
一
般
法
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
同
法
の
制
定
は
、
違
法
な
行
政

処
分
か
ら
国
民
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
と
い
う
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
民
の
手
続
へ
の
参
加
を
規
定
し
た
こ
と

に
も
重
大
な
意
義
が
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
多
く
の
議
員
は
、
国
民
の
手
続
へ
の
参
加
を
重
視
し
過
ぎ
て
い
る
と
批
判
す
る
が
、
国
民

の
参
加
と
効
率
的
な
手
続
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
法
律
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
行
政
分
野
の
法
律
は
、
行
政
機
関
の
権
限
と
義
務

を
定
め
る
に
と
ど
ま
り
、
権
限
行
使
を
ど
の
よ
う
な
手
続
に
よ
り
行
う
か
は
各
行
政
機
関
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
」。
ま
た
、
サ
ラ
ン
ゲ

レ
ル
議
員
（Д

.С
арангэрэл

）
と
ソ
ド
バ
ー
タ
ル
議
員
（Д

.С
одбаатар

）
は
、「
国
民
の
国
家
へ
の
信
頼
が
低
下
し
」
て
い
る
こ
と
を

述
べ
、「
国
民
の
信
頼
回
復
の
た
め
」
に
同
法
を
制
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

　

他
方
、
ビ
ャ
ン
バ
ツ
ォ
グ
ト
（С

.Бямбацогт
）
議
員
は
、
行
政
運
営
の
効
率
性
の
観
点
か
ら
批
判
的
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、「
同
法
は
、
国
民
の
権
利
保
護
の
観
点
か
ら
み
る
と
不
可
欠
な
法
律
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
行
政

処
分
を
下
す
前
に
多
く
の
手
続
が
要
求
さ
れ
、
複
雑
に
な
っ
て
お
り
、
行
政
機
関
の
日
常
業
務
に
支
障
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ

う
。
行
政
機
関
の
日
常
業
務
に
支
障
が
生
ず
る
こ
と
で
、
行
政
の
迅
速
性
及
び
効
率
性
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
」。

ま
た
、
元
内
閣
総
理
大
臣
の
ア
ル
タ
ン
フ
ヤ
グ
議
員
は
、「
同
法
で
は
内
閣
が
行
政
機
関
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
裁
判
所
で
被
告
に
な

る
」
こ
と
を
強
調
し
、
よ
り
時
間
を
か
け
て
慎
重
に
法
案
を
検
討
す
べ
き
だ
と
し
た
う
え
で
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
流
の
法
律
」
で
あ

る
と
非
難
し
て
い
た
。
結
局
、
第
一
回
審
議
に
参
加
し
た
六
三
人
の
議
員
の
う
ち
、
四
五
人
の
賛
成
で
法
案
が
議
会
最
終
審
議
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
39
）

（
40
）

（
41
）
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二
〇
一
五
年
六
月
一
九
日
の
最
終
審
議
は
、
七
六
議
員
の
う
ち
、
四
五
人
（
五
九
．
二
％
）
の
参
加
と
い
う
低
い
出
席
率
で
開
催
さ

れ
た
。
審
議
で
は
、
議
会
委
員
会
か
ら
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
、
法
案
が
採
決
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
最
終
審
議
に
お
い
て
は
一
人
の
議
員

（
ル
ン
デ
ー
ジ
ャ
ン
ツ
ァ
ン
）
の
み
が
発
言
し
て
お
り
、
そ
の
発
言
内
容
も
、
行
政
一
般
法
の
制
定
へ
の
賛
意
を
示
す
簡
易
な
も
の
で

あ
っ
た
。
審
議
の
結
果
、
七
三
．
三
％
の
賛
成
率
（
賛
成
が
三
三
人
、
反
対
が
一
二
人
）
で
「
行
政
一
般
法
（
以
下
「
一
般
法
」
と
い

う
。）」
が
成
立
し
た
。

第
二
節　

行
政
一
般
法
の
特
色

　
　

一　

行
政
一
般
法
の
基
本
原
理

　

一
般
法
一
条
は
「
公
権
力
を
行
使
す
る
行
政
機
関
が
、
行
政
処
分
を
決
定
し
、
命
令
を
制
定
し
又
は
、
行
政
契
約
を
締
結
す
る
際
の

行
政
と
国
民
の
基
礎
的
関
係
を
規
律
す
る
」
こ
と
を
同
法
の
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
関
係
は
、
①
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理
、

②
迅
速
性
、
③
透
明
性
、
④
効
率
性
、
⑤
合
目
的
性
、
⑥
他
人
の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
行
政
決
定
を
下
す
場
合
は
、
名
宛
人
（
及
び

そ
の
他
の
利
害
関
係
者
）
に
通
知
し
、
参
加
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
、
⑦
利
益
相
反
の
防
止
の
原
理
、
⑧
信
頼
保
護
の
原
理
に
基
づ
き

形
成
さ
れ
る
（
一
般
法
四
条
二
項
）。

　
　

二　

行
政
一
般
法
の
概
要

　

一
般
法
は
、
一
一
章
一
〇
八
条
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
章
立
て
に
な
っ
て
い
る
。

（
42
）

第
七
章　

行
政
計
画

第
十
章　

国
家
賠
償

第
一
章　

総
則

第
四
章　

行
政
処
分

第
二
章　

行
政
機
関

第
五
章　

行
政
契
約

第
三
章　

行
政
手
続

第
六
章　

命
令
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モンゴルにおける不利益処分手続の展開（一）　

一
般
法
は
、
そ
の
構
成
、
お
よ
び
適
用
範
囲
に
関
し
て
次
の
特
徴
を
有
す
る
。

　

1　

手
続
法
と
実
体
法
の
併
有

　

一
般
法
は
、
手
続
法
の
み
な
ら
ず
、
行
政
処
分
の
定
義
・
附
款
、
行
政
処
分
の
取
消
し
と
撤
回
の
要
件
、
行
政
契
約
や
命
令
に
関
す

る
通
則
的
規
定
を
置
い
て
い
る
。
一
般
法
は
、
第
一
次
草
案
の
と
き
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
「
行
政
指
導
（зөвлөгөө, мэдээлэл 

өгөх

）」
に
つ
い
て
三
一
条
で
定
め
て
い
る
が
、
こ
の
行
政
指
導
は
、
助
成
的
行
政
指
導
で
あ
る
。
ま
た
、
一
般
法
四
二
条
は
、「
行
政

裁
量
（сонгох боломж

）」（
事
実
認
定
、
要
件
裁
量
、
行
為
の
選
択
を
認
め
て
い
る
）
を
定
義
し
、
行
政
機
関
に
裁
量
処
分
の
余
地

を
付
与
し
て
い
る
点
で
、
特
徴
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
行
政
機
関
の
定
義
、
行
政
機
関
の
代
表
と
な
る
も
の
、
行
政
機
関
の
管
轄
と
相

互
共
助
（
第
二
章
）
と
い
っ
た
行
政
組
織
法
上
の
規
定
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

2　

事
前
手
続
と
事
後
手
続
の
併
有

　

一
般
法
は
、
事
前
手
続
と
し
て
、
行
政
処
分
手
続
、
命
令
制
定
手
続
、
行
政
契
約
に
関
す
る
手
続
、
行
政
計
画
の
策
定
手
続
を
定
め

て
い
る
。
ま
た
、
行
政
執
行
な
ら
び
に
事
後
手
続
と
し
て
の
行
政
不
服
申
立
手
続
（
一
般
法
制
定
前
は
、
二
〇
〇
二
年
の
旧
行
政
事
件

訴
訟
法
第
二
章
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
た
）
と
国
家
賠
償
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
般
法
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法

（
二
〇
一
六
年
）
の
定
め
る
領
域
以
外
の
も
の
を
一
体
化
し
て
規
律
し
て
い
る
。

（
43
）

第
七
章　

行
政
計
画

第
十
章　

国
家
賠
償

第
八
章　

行
政
執
行

第
十
一
章　

罰
則

第
九
章　

不
服
申
立
て
の
審
理
手
続
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3　

地
方
公
共
団
体
と
の
関
係

　

一
般
法
が
定
め
る
手
続
は
、
地
方
公
共
団
体
の
機
関
が
行
う
処
分
に
も
適
用
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
地
方
自
治
は
、

中
央
政
府
の
統
治
の
強
い
影
響
を
受
け
た
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
地
方
公
共
団
体
は
、「
法
律
の
範
囲
内
で
」
当
該
地
域
に
お
け
る

「
経
済
的
・
社
会
的
課
題
」（
憲
法
六
二
条
）
に
関
し
て
自
主
条
例
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
自

主
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
地
方
公
共
団
体
は
、
法
律
を
執
行
す
る
た
め
の
内
部
規
則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
般
法
制
定
の
際
に
も
、
首
都

知
事
が
二
〇
一
六
年
九
月
二
七
日
Ａ/

六
八
二
号
通
達
を
出
し
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
一
般
法
の
執
行
に
向
け
た
内
部
計
画
を
作

成
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
れ
に
倣
っ
て
、
バ
ヤ
ン
ゴ
ル
区
知
事
や
首
都
監
査
庁
長
官
も
同
様
の
決
定
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
内
部

計
画
に
沿
っ
て
、
意
見
聴
取
手
続
に
関
す
る
命
令
や
通
知
書
の
様
式
な
ど
が
規
則
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
内
部
計
画
、
規
則
な
ど
を
制
定
し
て
い
る
行
政
機
関
の
数
は
、
ご
く
僅
か
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
地
方
公
共
団

体
は
、
一
般
法
の
執
行
に
向
け
て
消
極
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
。

　
　

三　

行
政
一
般
法
の
適
用
範
囲
と
行
政
罰
の
賦
科
手
続
の
位
置
づ
け

　

つ
づ
い
て
、
一
般
法
の
適
用
除
外
お
よ
び
特
別
法
と
の
関
係
を
み
た
う
え
で
、
一
般
法
の
制
定
に
と
も
な
い
、
行
政
罰
の
賦
科
手
続

が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を
概
観
す
る
。
一
九
二
四
年
以
降
の
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
行
政
罰
の
賦
科
手
続
が
不

利
益
処
分
手
続
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
不
利
益
処
分
手
続
を
一
般
的
・
統
一
的
に
定
め
る
一
般
法
の
成
立
に
よ
り
、

行
政
罰
の
賦
科
手
続
の
制
度
に
変
遷
が
あ
っ
た
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
44
）
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1　

行
政
一
般
法
の
適
用
除
外
と
特
別
法
優
先
の
規
定

　

一
般
法
三
条
一
項
は
、
七
項
目
の
適
用
除
外
事
項
を
挙
げ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
法
律
の
原
案
作
成
お
よ
び
制
定
（
一
号
）、
国

際
条
約
の
締
結
（
二
号
）、
憲
法
裁
判
所
並
び
に
各
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
行
為
（
三
号
）、
刑
事
事
件
の
捜
査
手
続
、
そ
れ
に
関
す
る

検
察
官
の
監
督
、
社
会
秩
序
の
維
持
、
判
決
執
行
手
続
（
四
号
）、
緊
急
事
態
又
は
戒
厳
令
下
に
お
け
る
軍
隊
の
指
導
に
関
す
る
手
続

（
五
号
）、
間
諜
並
び
に
国
の
安
全
保
障
と
国
の
外
交
関
係
に
関
す
る
手
続
（
六
号
）、
議
会
の
政
治
的
決
定
を
執
行
す
る
た
め
に
行
っ

た
内
閣
の
決
定
（
七
号
）
で
あ
る
。
こ
の
規
定
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
一
般
法
は
、
行
政
法
令
の
執
行
と
い
う
行
政
権
の
行
使
に
含

ま
れ
な
い
も
の
の
み
を
、
そ
の
適
用
範
囲
か
ら
除
外
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

一
般
法
は
、
特
別
法
が
手
続
規
定
を
置
い
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
特
別
法
が
優
先
的
に
適
用
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
（
三
条
三

項
）。
た
だ
し
、
ど
の
よ
う
な
手
続
規
定
を
置
い
て
い
る
特
別
法
が
優
先
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
あ
る
。
ス
ン
ジ
デ
教
授
は
、

「
国
の
行
政
が
本
来
果
た
す
べ
き
役
割
で
あ
る
警
察
、
租
税
、
防
衛
、
外
交
、
国
の
安
全
保
障
に
関
し
」
て
、
特
別
法
の
手
続
が
適
用

さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
。
こ
の
説
に
よ
る
と
、「
立
法
者
は
、
法
律
を
制
定
す
る
際
に
そ
の
法
律
関
係
の
特
殊
性
に
配
慮
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
特
別
法
に
手
続
規
定
が
な
い
場
合
は
、
一
般
法
の
手
続
規
定
が
適
用
さ
れ
る
が
、
特
別
法
に
手
続
規
定
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
手
続
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
（
口
頭
聴
聞
か
弁
明
の
手
続
か
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
別
法
が
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
。
し
か
し
、

現
時
点
で
特
別
法
に
お
け
る
事
前
手
続
の
体
系
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
特
別
法
上
の
手
続
規
定
が
優
先
さ
れ
る
と
し
て
も
、
事

前
手
続
の
保
障
が
十
分
に
確
保
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
特
別
法
上
の
手
続
規
定
が
「
法
の
支
配
」
の
原
理
に
適
し
て
い

る
か
否
か
、「
名
宛
人
に
と
っ
て
授
益
的
」
か
否
か
、「
行
政
一
般
法
上
の
手
続
規
定
よ
り
詳
細
」
か
否
か
を
基
準
に
し
て
、
適
用
の
有

無
を
判
断
す
べ
き
と
す
る
見
解
が
現
れ
て
い
る
。

（
45
）

（
46
）

（
47
）

（
48
）
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2　

行
政
罰
の
賦
科
手
続
の
位
置
づ
け

　

行
政
罰
の
賦
科
手
続
は
、
一
般
法
三
条
一
項
の
「
適
用
除
外
事
項
」
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
行
政
罰
の
賦
科
手
続
は
、
一
九

九
二
年
の
「
行
政
処
罰
法
（Захиргааны

 хариуцлагы
н тухай хууль

）（
以
下
「
九
二
年
行
罰
法
」
と
い
う
。）」
に
置
か
れ
て
い
る

た
め
、
一
般
法
三
条
三
項
に
基
づ
き
特
別
法
（
九
二
年
行
罰
法
）
が
適
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
行
政
罰
の
賦
科
手
続
は
、
九
二
年
行
罰

法
の
み
な
ら
ず
、
国
家
に
よ
る
検
査
法
（
二
〇
〇
三
年
）、
関
税
法
（
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
の
特
別
法
に
も
置
か
れ
て
い
る
場
合
が
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
法
律
の
定
め
る
手
続
に
不
統
一
・
不
備
が
あ
る
た
め
、「
賦
科
権
者
の
有
す
る
権
限
の
統
一
、
違
反
者
の
権

利
利
益
の
保
護
の
統
一
」
を
目
指
し
て
、
二
〇
一
七
年
五
月
一
一
日
に
、
実
体
法
で
あ
る
「
行
政
義
務
違
反
行
為
に
関
す
る
法
律

（Зөрчлийн тухай хууль
）（
以
下
「
違
反
法
」
と
い
う
。）」
と
、
手
続
法
で
あ
る
「
行
政
義
務
違
反
行
為
の
処
理
手
続
法
（Зөрчил 

ш
алган ш

ийдвэрлэх тухай хууль
）（
以
下
「
処
理
手
続
法
」
と
い
う
。）」
に
全
面
改
正
（
統
一
）
さ
れ
た
。
二
〇
一
七
年
の
違
反

法
と
処
理
手
続
法
は
、
九
二
年
行
罰
法
の
理
念
を
受
け
継
ぎ
、
公
の
秩
序
を
乱
し
た
行
為
（
裁
判
秩
序
違
反
行
為
も
含
む
）、
お
よ
び

行
政
上
の
法
令
に
違
反
し
た
行
為
を
「
違
反
行
為
（зөрчил

）」
と
し
て
扱
い
、
同
法
の
各
則
に
「
違
反
行
為
」
を
列
挙
し
て
い
る
。

以
下
で
、
二
〇
一
七
年
法
の
主
要
な
内
容
を
九
二
年
行
罰
法
と
対
比
し
な
が
ら
確
認
す
る
。

　

第
一
に
、
九
二
年
行
罰
法
で
は
、
違
反
行
為
の
調
査
権
者
と
決
定
権
者
が
異
な
っ
て
い
た
が
、
二
〇
一
七
年
の
全
面
改
正
に
よ
り
、

調
査
権
者
と
決
定
権
者
が
同
一
の
者
と
な
っ
た
。
決
定
権
者
は
、
違
反
法
一
．八
条
の
六
項
か
ら
八
項
に
限
定
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
者
は
、
そ
の
権
限
行
使
の
性
質
に
よ
っ
て
、
①
行
政
権
の
行
使
に
あ
た
る
者
（
検
査
官
）、
②
治
安
維
持
・
警
察
作
用
を
担
う

者
（
警
察
官
と
巡
回
員
）、
③
司
法
権
の
行
使
に
あ
た
る
者
（
刑
事
・
行
政
・
民
事
裁
判
所
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
、
行
政
権
の
行
使
に
あ
た
る
「
検
査
官
（байцаагч

）」
は
、
法
令
違
反
行
為
に
対
し
て
「
過
料
」（
自
然
人
に
対
し
て
一
万
か

ら
二
万
ト
ゥ
グ
ル
グ
、
法
人
に
対
し
て
一
〇
万
か
ら
二
〇
万
ト
ゥ
グ
ル
グ
）
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
49
）

（
50
）

（
51
）

（
52
）

（
53
）
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警
察
官
・
巡
回
員
は
、
秩
序
違
反
行
為
に
対
し
て
過
料
を
科
し
、
ま
た
は
行
政
上
の
拘
留
（
七
日
以
上
三
〇
日
以
下
）
を
行
い
、
法

令
違
反
行
為
に
対
し
て
、
過
料
ま
た
は
免
許
停
止
（
三
カ
月
か
ら
二
年
）・
取
消
し
の
決
定
を
行
う
権
限
が
あ
る
。

　

司
法
権
の
行
使
に
あ
た
る
者
（
裁
判
所
）
は
、
秩
序
違
反
お
よ
び
法
令
違
反
行
為
に
対
し
て
、
行
政
上
の
拘
留
と
と
も
に
強
制
措
置

を
行
い
、
裁
判
秩
序
違
反
行
為
に
対
し
て
過
料
を
科
す
。

　

第
二
に
、
行
政
罰
の
賦
科
に
お
け
る
事
前
手
続
と
し
て
、
九
二
年
行
罰
法
は
、
違
反
者
の
陳
述
権
、
証
拠
提
出
権
、
収
集
さ
れ
た
証

拠
の
閲
覧
請
求
権
を
認
め
て
い
た
の
に
対
し
（
九
条
）、
二
〇
一
七
年
の
違
反
処
理
手
続
法
は
、
そ
れ
ら
の
権
利
以
外
に
も
、
特
定
の

調
査
手
続
の
実
施
の
求
め
、
あ
ら
ゆ
る
調
査
手
続
へ
の
参
加
と
そ
の
記
録
の
閲
覧
権
（
記
録
の
内
容
の
修
正
を
求
め
る
権
利
も
含
む
）、

調
査
手
続
へ
の
不
服
申
立
権
（
三
．
一
条
）
を
認
め
て
お
り
、
九
二
年
行
罰
法
と
比
べ
て
手
続
的
保
障
が
一
層
進
ん
だ
と
い
え
る
。

　

第
三
に
、
検
察
官
の
監
督
に
つ
い
て
処
理
手
続
法
二
．
二
条
は
、
九
二
年
行
罰
法
と
異
な
り
、
検
察
官
が
賦
科
手
続
に
関
し
て
ど
の

よ
う
な
権
限
を
有
す
る
の
か
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
最
高
検
察
庁
令
「
行
政
罰
の
賦
科
手
続

に
お
け
る
検
察
官
の
監
督
」（
二
〇
一
八
年
一
月
二
日
Ａ/

〇
一
）
が
明
記
し
て
い
る
。
検
察
官
の
有
す
る
権
限
（
処
理
手
続
法
二
．

二
条
）
は
、
次
の
よ
う
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
検
察
官
は
、
違
反
行
為
に
関
す
る
調
査
手
続
が
法
律
上
の
根
拠
に
よ
り
開

始
さ
れ
、
行
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
検
察
官
は
、
調
査
手
続
お
よ
び
賦
科
決
定
に
対
す
る
当
事
者
の
不
服
を
審
理
す
る

権
限
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
権
限
の
あ
る
機
関
の
決
定
（
賦
科
決
定
も
し
く
は
却
下
決
定
）
に
対
し
、
裁
判
所
に
異
議
申
立
て

（гомдол

）
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
例
え
ば
、
権
限
の
あ
る
機
関
が
違
反
行
為
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
違
反
行
為
の
構
成

要
件
を
み
た
さ
な
い
と
し
て
賦
科
決
定
を
出
さ
な
い
場
合
は
、
検
察
官
が
そ
れ
に
対
し
て
裁
判
所
に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
検
察
官
は
、
違
反
行
為
の
調
査
手
続
お
よ
び
賦
科
決
定
を
三
カ
月
に
三
回
（
ま
た
は
そ
れ
以
上
）
程
度
調
査
し
（
検
察
庁
令
四
．

一
二
．
一
条
）、
自
ら
の
権
限
を
行
使
す
る
。

（
54
）
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第
四
に
、
賦
科
決
定
に
対
す
る
事
後
的
救
済
に
関
し
て
、
九
二
年
行
罰
法
に
よ
れ
ば
、
違
反
者
が
、
上
級
職
員
、
上
級
裁
判
官
、
地

方
公
共
団
体
の
長
（
知
事
）
に
審
査
請
求
を
し
、
上
級
機
関
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
民
事
訴
訟
法
も
し
く
は
行
政
訴
訟
法
に

基
づ
き
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
方
で
、
二
〇
一
七
年
の
違
反
法
と
処
理
手
続
法
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
は
、
調
査
手
続
の
段
階
で

行
わ
れ
て
い
る
手
続
お
よ
び
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
検
察
官
に
不
服
を
申
立
て
（
処
理
手
続
法
一
．
一
二
条
一
項
）、
そ
の
裁

決
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
原
処
分
が
検
査
官
に
よ
っ
て
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
行
政
裁
判
所
に
、
原
処
分
が
検
察
官
・
巡
回
員
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
刑
事
裁
判
所
に
提
訴
す
る
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
処
理
手
続
法
二
．
一
条
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
一
七
年
の
違
反
法
と
処
理
手
続
法
は
、
九
二
年
行
罰
法
と
比
べ
、
違
反
行
為
の
調
査
権
者
と
決
定
権
者
が
同
一

の
者
と
な
っ
た
こ
と
、
検
察
官
の
監
督
の
内
容
を
明
確
に
し
た
こ
と
、
賦
科
に
お
け
る
事
前
手
続
を
改
善
し
た
点
に
違
い
が
あ
る
。
他

方
で
は
、
行
政
刑
罰
と
秩
序
罰
を
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
、
行
政
機
関
と
警
察
官
（
巡
回
員
）
が
決
定
権
者
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
賦
科

決
定
に
対
す
る
訴
訟
が
刑
事
訴
訟
と
行
政
訴
訟
に
分
け
ら
れ
て
い
る
点
で
九
二
年
行
罰
法
の
理
念
を
受
け
継
い
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、

全
面
改
正
の
後
で
も
、
従
来
の
制
度
と
同
じ
く
「
行
政
法
上
の
規
律
と
刑
法
上
の
規
律
と
が
混
在
」
し
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
の
改
正

に
関
す
る
議
会
審
議
に
お
い
て
も
、
同
法
は
九
二
年
行
罰
法
よ
り
大
き
く
改
善
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
認
め
、
立
法
後
に
改
善
・
整
備

し
て
い
く
方
針
が
と
ら
れ
た
。

第
二
章　

行
政
一
般
法
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続

　

本
章
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
行
政
一
般
法
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
の
検
討
を
行
い
（
第
一
節
）、
行
政
一
般
法
上
の
不
利
益
処
分

手
続
を
特
徴
づ
け
る
た
め
に
、
日
本
の
行
政
手
続
法
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
と
の
比
較
を
行
う
（
第
二
節
）。

（
55
）

（
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）
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モンゴルにおける不利益処分手続の展開（一）　

第
一
節　

モ
ン
ゴ
ル
の
行
政
一
般
法
上
の
不
利
益
処
分
手
続

　

本
節
で
は
、
行
政
一
般
法
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
の
内
容
を
概
括
す
る
。
は
じ
め
に
、
定
義
規
定
と
し
て
、「
不
利
益
処
分
と

不
利
益
処
分
手
続
」、「
手
続
関
係
者
」
の
内
容
を
整
理
し
た
う
え
で
、「
手
続
の
開
始
」、「
意
見
聴
取
に
係
る
手
続
」、「
手
続
の
終

了
」
の
具
体
的
な
内
容
を
、
順
に
説
明
し
て
い
く
。

　
　

一　

定
義
規
定

　

1　

不
利
益
処
分
と
不
利
益
処
分
手
続

　
「
行
政
処
分
（захиргааны

 акт
）」
と
は
、
行
政
機
関
が
公
法
の
領
域
で
個
別
の
事
案
を
規
律
す
る
た
め
に
行
い
、
対
外
的
な
法
的

効
果
を
有
す
る
口
頭
又
は
書
面
に
よ
る
権
力
的
な
決
定
（ш

ийдвэр

）
と
事
実
行
為
（
作
為
）（үйл аж

иллагаа

）
と
不
作
為
（эс 

үйлдэхүй

）
を
い
う
（
三
七
条
一
項
）。
一
般
法
は
、
行
政
処
分
を
「
授
益
的
処
分
」
と
「
不
利
益
処
分
」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
定

義
を
置
い
て
い
る
。

　
「
授
益
的
処
分
（эерэг үйлчлэл бүхий акт

）」
と
は
、
法
的
効
果
が
及
ぶ
者
に
権
利
又
は
有
利
な
立
場
を
付
与
す
る
処
分
を
い
う

（
三
七
条
四
項
）。「
不
利
益
処
分
」
と
は
、
特
定
の
者
を
名
宛
人
と
し
て
義
務
を
課
し
又
は
権
利
利
益
を
制
限
す
る
処
分
を
い
う
（
同

条
五
項
）。
た
だ
し
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
「
不
利
益
処
分
」
は
、
日
本
の
行
手
法
二
条
四
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
よ
う
な
適
用
除
外
を

設
け
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
申
請
に
対
す
る
拒
否
処
分
や
事
実
行
為
（
一
般
法
八
章
に
定
め
る
特
別
手
続
が
適
用
さ
れ
る
）
も
不
利

益
処
分
の
定
義
に
含
ま
れ
、
処
分
手
続
に
関
す
る
一
般
法
の
規
律
が
適
用
さ
れ
る
。

　

一
般
法
は
、
行
政
処
分
を
二
つ
に
分
け
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
に
対
応
し
て
手
続
を
類
型
化
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
授
益
的
処
分

を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
意
見
聴
取
が
不
要
と
さ
れ
て
い
る
（
二
八
条
一
項
三
号
）
こ
と
か
ら
、
授
益
的
処
分
と
不
利
益
処
分
に
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関
す
る
手
続
は
、
当
事
者
お
よ
び
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
聴
取
の
有
無
で
異
な
る
と
み
ら
れ
る
。

　

2　

手
続
関
係
者
（оролцогч

）

　

一
般
法
一
三
条
に
よ
れ
ば
、「
手
続
関
係
者
」
に
は
、
①
行
政
機
関
に
対
し
て
申
請
等
を
行
っ
た
者
（
申
請
者
）、
②
行
政
処
分
の
法

的
効
果
が
直
接
的
に
及
ぶ
者
（
当
事
者
）、
③
行
政
処
分
の
法
的
効
果
が
間
接
的
に
及
ぶ
者
、
④
行
政
機
関
か
ら
処
分
手
続
へ
の
強
制

的
参
加
を
求
め
ら
れ
た
者
が
含
ま
れ
る
。
当
該
処
分
に
よ
り
不
利
益
を
受
け
る
者
の
み
な
ら
ず
、
利
益
を
受
け
る
関
係
者
を
も
含
ん
で

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
の
一
般
法
は
、「
手
続
関
係
者
」
を
広
く
定
義
し
た
う
え
で
、
す
べ
て
の
関
係
者
に
対
し
て
、
一
般

法
一
五
条
一
項
か
ら
八
項
ま
で
の
権
利
お
よ
び
意
見
聴
取
手
続
（
二
六
条
）
へ
の
参
加
を
認
め
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
（
手
続

上
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
）。

　
　

二　

手
続
の
開
始

　

処
分
手
続
は
、
①
行
政
機
関
の
職
権
行
使
、
②
上
級
行
政
機
関
の
指
揮
、
③
申
請
者
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
開
始
さ
れ
る
（
一
般

法
二
二
条
一
項
）。
手
続
が
開
始
さ
れ
る
と
行
政
機
関
は
、
図
表
1
の
示
す
手
続
を
行
う
。

　

1　

事
実
調
査
と
証
拠
収
集

　

手
続
が
開
始
さ
れ
た
後
、
行
政
機
関
は
、
処
分
を
下
す
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
事
実
調
査
お
よ
び
証
拠
収
集
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
行
政
機
関
は
、
手
続
関
係
者
お
よ
び
行
政
の
双
方
の
立
場
か
ら
見
て
、
十
分
な
調
査
を
行
う
こ
と
を
要
す
る
。

　

行
政
機
関
の
証
拠
収
集
の
手
段
と
し
て
は
、
第
一
に
、
処
分
の
判
断
に
必
要
と
さ
れ
る
書
類
や
事
実
を
写
し
た
写
真
、
ビ
デ
オ
、
録

（
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）
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モンゴルにおける不利益処分手続の展開（一）　

音
等
の
収
集
が
あ
る
。
第
二
に
、
当
事
者
お

よ
び
そ
の
他
の
関
係
者
か
ら
の
意
見
聴
取
が

あ
る
。
第
三
に
、
行
政
機
関
が
処
分
を
下
す

際
に
技
術
、
計
算
、
美
術
、
文
学
と
い
っ
た

専
門
的
知
識
を
要
す
る
場
合
に
は
、
鑑
定
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
証
拠
と
し
て
用
い
る
こ

と
が
で
き
る
。
第
四
に
、
処
分
を
行
う
機
関

以
外
の
行
政
機
関
に
保
有
さ
れ
て
お
り
、
郵

送
に
適
さ
な
い
資
料
や
法
令
の
謄
本
の
提
出

を
請
求
し
、
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
法
令
の
謄
本
は
、
公
布
さ
れ
て
い
る
も

の
の
入
手
が
困
難
な
法
令
を
示
し
て
い
る
。

現
在
の
制
度
で
は
、
行
政
機
関
は
、
命
令
等

を
制
定
す
る
場
合
は
、
法
務
・
内
務
省
に
登

記
を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

従
来
は
、
命
令
等
の
公
布
後
、
こ
れ
を
入
手

で
き
る
方
法
が
不
明
で
あ
っ
た
。

　

第
五
に
、
行
政
機
関
は
、
自
ら
検
証
を
行

（阪大法学）70（5-443）　1199〔2021.1〕

図表 １　行政一般法上の不利益処分手続の流れ

手続の終了 

《不利益処分の可否》✙理由提示 

・情報収集 
・鑑定人による鑑定 
・関連資料や法令の閲覧 
・試行の行使 
・手続関係者に対する証拠請求 
・手続関係者の意見聴取 
 

手続の開始 
・行政機関の職権行使により 
・上級行政機関の指揮により 
・申請者の申請により 

事実調査 

意見聴取 
・通知書の送付 
・意見聴取 

・処分調書の作成 
・監督書の作成 

記録書の作成 

出所：行政一般法二四条から四三条に基づき作成
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い
、
必
要
な
物
の
状
況
や
性
質
を
証
拠
と
し
て
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
検
証
過
程
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
第
六
に
、
手
続
関
係
者
に
対
し
て
証
拠
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
般
法
二
五
条
一
項
）。
行
政
機
関
は
、
上
述
の
証

拠
収
集
手
段
の
う
ち
適
切
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
使
い
、
証
拠
を
収
集
し
、
評
価
す
る
。

　

2　

手
続
関
係
者
の
権
利

　

手
続
関
係
者
は
、
処
分
手
続
の
開
始
か
ら
終
了
ま
で
の
間
に
、
次
の
権
利
を
有
す
る
。
当
事
者
お
よ
び
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
手
続

が
開
始
さ
れ
た
後
、
弁
護
士
そ
の
他
の
専
門
家
の
助
言
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
（
一
六
条
）。
ま
た
、
手
続
に
お
い
て
自
ら
の
代
理

人
を
参
加
さ
せ
る
権
利
も
も
つ
（
一
七
条
）。
手
続
関
係
者
自
ら
が
代
理
人
を
選
任
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
地
方
公
共
団

体
か
ら
代
理
人
が
選
任
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
手
続
関
係
者
を
特
定
で
き
な
い
場
合
（
一
号
）、
当
事
者
お
よ
び
そ
の
他
の
関
係
者
の
住

所
が
不
明
で
あ
る
、
ま
た
は
、
当
事
者
お
よ
び
そ
の
他
の
関
係
者
が
住
所
地
に
不
在
で
あ
る
場
合
（
二
号
）、
国
内
に
在
住
し
て
い
な

い
者
が
自
ら
の
代
理
人
を
選
任
し
て
い
な
い
場
合
（
三
号
）、
持
ち
主
が
不
明
の
物
に
関
す
る
処
分
手
続
が
行
わ
れ
る
場
合
（
四
号
）

に
は
、
行
政
機
関
が
あ
る
村
と
区
の
知
事
は
、
当
事
者
お
よ
び
そ
の
他
の
関
係
者
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
代
理
人
を
指
名
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
一
般
法
一
九
条
）。

　

こ
の
ほ
か
、
手
続
関
係
者
は
、
証
拠
提
出
権
（
一
五
条
一
項
四
号
）、
文
書
閲
覧
権
（
一
五
条
一
項
一
号
、
三
二
条
）、
意
見
陳
述
権

（
四
条
二
項
六
号
、
二
六
条
）
を
有
し
て
い
る
。

　
　

三　

意
見
聴
取
に
か
か
る
手
続

　

行
政
機
関
は
、
不
利
益
処
分
を
す
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
当
事
者
お
よ
び
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
聴
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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モンゴルにおける不利益処分手続の展開（一）　

い
（
一
般
法
四
条
二
項
六
号
、
二
六
条
）。

　

1　

通
知
書

　

行
政
機
関
は
、
意
見
聴
取
を
行
う
際
は
、
当
該
処
分
に
よ
り
権
利
利
益
に
影
響
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
当
事
者
お
よ
び
そ
の
他
の

関
係
者
を
特
定
し
、
通
知
書
を
送
付
す
る
。
通
知
書
に
は
、
①
意
見
聴
取
手
続
の
説
明
と
手
続
の
順
序
、
場
所
と
日
時
、
②
予
定
処
分

の
根
拠
条
文
、
③
予
定
処
分
の
根
拠
と
な
る
事
実
と
理
由
の
三
点
を
記
載
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
一
般
法
二
七
条
三

項
）。
さ
ら
に
、
最
高
裁
二
〇
一
七
年
一
一
月
六
日
四
四
一
号
判
決
で
は
、
一
般
法
の
定
め
る
通
知
書
の
記
載
事
項
だ
け
で
は
足
り
ず
、

「
予
定
処
分
が
下
さ
れ
る
日
お
よ
び
い
か
な
る
手
段
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
の
記
載
」、
ま
た
「
根
拠
条
文

の
内
容
」
も
記
載
し
、「
一
般
国
民
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
、
具
体
的
な
記
載
を
す
べ
き
」
と
し
て
い
る
。

　

処
分
手
続
の
関
係
者
が
二
〇
人
以
下
で
あ
る
場
合
は
、
意
見
聴
取
の
通
知
書
を
各
関
係
者
に
直
接
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

二
一
人
以
上
の
者
に
通
知
す
る
場
合
に
は
、
関
係
者
が
知
り
う
る
こ
と
の
で
き
る
新
聞
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も
し
く
は
代
表
者
を
通

じ
て
通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
普
及
し
て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
通
知
手
段
を
使
っ
た
場

合
に
は
、
通
知
し
た
と
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
市
役
所
の
掲
示
版
な
ど
に
掲
示
す
る
場
合
も
、
当
該
地
域
の
住

民
が
読
む
こ
と
の
で
き
る
大
き
さ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　

2　

意
見
聴
取

　

行
政
機
関
は
、
当
事
者
お
よ
び
そ
の
他
の
関
係
者
に
通
知
書
を
送
付
し
て
か
ら
相
当
な
期
間
が
経
過
し
た
後
に
意
見
聴
取
を
行
う

（
一
般
法
二
七
条
五
項
）。
裁
判
例
も
、
通
知
書
を
送
付
し
て
か
ら
意
見
を
準
備
す
る
た
め
の
相
当
な
期
間
を
当
事
者
お
よ
び
そ
の
他

（
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）

（
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）

（
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）
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の
関
係
者
に
与
え
る
べ
き
（
ア
ル
ハ
ン
ガ
イ
県
裁
判
所
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
一
日
五
六
号
判
決
）
と
解
し
て
い
る
。

　

一
般
法
二
七
条
四
項
は
、
意
見
聴
取
の
手
段
を
定
め
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
①
公
聴
会
、
②
書
面
に
よ
る
意
見
聴
取
、
③
口
頭
聴

取
、
④
電
話
に
よ
る
聴
取
、
⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
聴
取
、
⑥
代
表
者
を
通
じ
て
の
意
見
聴
取
、
⑦
そ
の
他
の
手
段
と
規
定
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
手
段
か
ら
い
ず
れ
を
選
択
す
る
か
は
、
行
政
機
関
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

　

行
政
機
関
は
、
意
見
聴
取
の
過
程
や
手
続
関
係
者
の
意
見
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
般
法
二
七
条
六
項
）。
そ
し
て
、
自

己
の
意
見
が
ど
の
よ
う
に
処
分
に
反
映
さ
れ
た
の
か
を
当
事
者
お
よ
び
そ
の
他
の
関
係
者
に
問
わ
れ
た
場
合
に
、
こ
れ
に
応
答
す
る
義

務
が
行
政
機
関
に
課
さ
れ
て
い
る
（
同
条
七
項
）。

　

3　

意
見
聴
取
が
不
要
な
場
合

　

意
見
聴
取
は
、
一
般
法
二
八
条
が
定
め
る
「
意
見
聴
取
が
不
要
な
場
合
」
を
除
き
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
不
利
益
処
分
に
お
い
て

求
め
ら
れ
る
。
一
般
法
二
八
条
に
よ
れ
ば
、
意
見
聴
取
は
以
下
の
各
場
合
に
、
不
要
と
さ
れ
る
。
第
一
に
、
公
益
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
第
二
に
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
ま
た
は
公
益
上
、
緊
急
に
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

で
あ
る
。
第
三
に
、
個
人
ま
た
は
法
人
の
申
請
に
対
し
認
容
処
分
を
下
す
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
授
益
的
処
分
と
不
利
益
処
分
の

手
続
上
の
差
異
は
、
意
見
聴
取
の
有
無
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
四
に
、
行
政
処
分
を
技
術
的
な
手
段
に
よ
り
下
す
場
合
に
も
、
意
見

聴
取
は
不
要
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
技
術
的
な
手
段
と
は
、
土
地
取
得
の
ネ
ッ
ト
く
じ
や
行
政
機
関
に
設
置
さ
れ
て
い
る
自
動
発
券
機

等
を
い
う
。
第
五
に
、
行
政
執
行
を
行
う
場
合
、
第
六
に
、
行
政
処
分
の
内
容
に
国
家
特
定
秘
密
法
（
二
〇
一
六
年
）、
企
業
情
報
保

護
法
（
一
九
九
五
年
）、
個
人
情
報
保
護
法
（
一
九
九
五
年
）
に
よ
り
保
護
さ
れ
た
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
意
見
聴
取
を

行
う
必
要
が
な
い
。
行
政
機
関
は
、
意
見
聴
取
手
続
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
般
法
二
八

（
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）

（
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）

（
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）

（
64
）
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モンゴルにおける不利益処分手続の展開（一）　

条
二
項
）。

　

裁
判
所
は
、
一
般
法
上
の
意
見
聴
取
が
不
要
な
場
合
を
拡
大
解
釈
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
最
高
裁
二
〇
一
七
年
九
月
二
〇
日
三
〇
一

号
判
決
は
、
客
観
的
資
料
に
よ
り
不
利
益
処
分
の
事
実
が
明
確
で
あ
る
場
合
は
、
意
見
聴
取
が
要
求
さ
れ
な
い
と
解
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
区
議
会
の
議
員
候
補
者
が
選
挙
違
反
行
為
（
選
挙
法
一
五
九
条
と
一
六
〇
条
）
を
行
っ
た
と
い
う
刑
事
裁
判
所
の
判
決
に
基
づ
き
、

選
挙
管
理
委
員
会
（сонгуулийн хороо

）
が
、
当
該
区
議
会
の
議
員
候
補
者
名
簿
削
除
処
分
を
下
し
た
事
案
で
あ
る
。
こ
の
事
案
に

つ
い
て
裁
判
所
は
、「
裁
判
所
の
判
決
に
基
づ
き
下
さ
れ
る
処
分
も
し
く
は
、
結
果
が
明
ら
か
で
あ
り
、
関
係
者
の
意
見
ま
た
は
参
加

に
よ
り
予
定
処
分
の
結
果
が
変
わ
ら
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
意
見
聴
取
の
実
施
が
不
要
で
あ
る
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
て

い
る
。

　
　

四　

手
続
の
終
了

　

一
般
法
は
、「
手
続
の
開
始
」
に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
い
る
が
、「
手
続
の
終
了
」
に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
い
な
い
。
も
っ
と
も

行
政
機
関
は
、
手
続
の
終
了
段
階
と
し
て
、
処
分
調
書
を
作
成
し
、
当
該
職
員
の
上
級
職
員
は
、
監
督
書
を
作
成
す
る
。

　

1　

処
分
調
書

　

行
政
機
関
は
、
行
政
処
分
ご
と
に
処
分
調
書
（хувийн хэрэг
）
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
般
法
二
八
条
）。
処
分
調
書

は
、
当
該
処
分
の
事
実
と
法
的
根
拠
、
な
ら
び
に
収
集
し
た
証
拠
と
意
見
聴
取
な
ど
の
関
連
す
る
記
載
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
記
録
書
は
、

意
見
聴
取
の
際
に
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
処
分
調
書
は
、
当
該
処
分
に
か
か
わ
る
手
続
開
始
か
ら
手
続
終
了
ま
で

の
一
連
の
過
程
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。

（
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）
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2　

監
督
書

　

上
級
職
員
が
下
級
職
員
の
手
続
の
過
程
に
つ
い
て
記
録
し
た
も
の
を
、
監
督
書
（хяналты

н хуудас

）
と
い
う
。
監
督
書
に
は
、

当
該
処
分
に
関
す
る
手
続
に
関
与
し
た
職
員
の
氏
名
や
職
名
、
勤
務
態
度
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
当
該
職
員
の
昇
給
や
懲
戒
処

分
を
決
め
る
際
に
用
い
ら
れ
る
（
一
般
法
二
九
条
二
項
）。

　

一
般
法
一
〇
五
条
一
項
は
「
行
政
機
関
の
事
前
手
続
又
は
行
政
処
分
が
本
法
に
よ
り
違
法
と
な
り
、
法
的
効
果
を
失
っ
た
場
合
は
、

過
失
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
行
政
機
関
の
職
員
に
相
当
な
制
裁
を
課
す
」
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
①
公
開
ま
た
は
非
公
開
で
の

厳
重
注
意
、
②
六
か
月
間
の
二
割
の
減
給
、
③
免
職
、
④
免
職
処
分
と
と
も
に
一
年
か
ら
一
〇
年
の
公
職
へ
の
就
任
禁
止
が
あ
る
。
た

だ
し
、
手
続
規
定
の
違
反
に
対
す
る
制
裁
は
、
処
分
が
手
続
的
瑕
疵
を
理
由
に
無
効
と
な
っ
た
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。

　

職
員
へ
の
制
裁
は
、
違
反
行
為
に
よ
る
被
害
、
過
失
、
違
反
行
為
の
回
数
、
勤
務
態
度
な
ど
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
措
置
が
選
択
さ

れ
る
（
一
般
法
一
〇
六
条
一
項
）。
違
法
な
処
分
が
無
効
に
な
っ
た
後
、
当
該
行
政
処
分
が
個
人
を
名
宛
人
と
す
る
場
合
は
、
当
該
個

人
に
対
し
て
謝
罪
を
行
う
が
、
当
該
処
分
が
特
定
多
数
の
者
を
名
宛
人
と
し
て
い
る
場
合
は
、
公
告
に
よ
り
謝
罪
が
行
な
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
同
条
三
項
）。
行
政
機
関
の
職
員
に
制
裁
が
課
さ
れ
て
い
な
い
、
ま
た
は
適
切
な
制
裁
が
課
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
権

利
利
益
を
侵
害
さ
れ
た
者
は
、
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
で
き
る
（
一
般
法
一
〇
七
条
）。

　

3　

理
由
の
提
示

　

行
政
機
関
が
、
処
分
の
当
事
者
お
よ
び
権
利
利
益
に
影
響
が
及
ぶ
関
係
者
に
、
処
分
の
内
容
を
通
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
処

分
の
効
力
が
生
じ
る
（
一
般
法
四
三
条
一
項
）。
行
政
処
分
の
内
容
と
し
て
何
を
記
載
す
べ
き
か
は
、
一
般
法
四
〇
条
が
こ
れ
を
規
定

し
て
い
る
。
行
政
処
分
の
理
由
提
示
と
し
て
、
①
事
実
お
よ
び
法
的
根
拠
、
②
い
か
な
る
理
由
で
手
続
が
開
始
さ
れ
て
い
た
か
（
行
政
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機
関
の
職
権
に
よ
る
等
）、
③
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
不
服
申
立
て
を
誰
に
対
し
て
、
い
つ
ま
で
に
行
う
べ
き
か
を
記
載
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

行
政
機
関
は
、
原
則
と
し
て
、
通
知
書
を
官
公
署
で
直
接
交
付
す
る
方
法
に
よ
り
通
知
す
る
が
、
法
律
に
定
め
が
あ
る
場
合
は
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
二
項
）。
名
宛
人
が
、
処
分
の
通
知

を
受
け
取
り
、
通
知
書
に
署
名
を
す
る
こ
と
で
処
分
の
効
力
が
生
じ
る
。
行
政
機
関
は
、
通
知
の
日
時
や
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
細

な
記
録
を
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
八
項
）。

　

行
政
処
分
の
名
宛
人
が
、
行
政
機
関
に
登
録
さ
れ
た
住
所
に
居
住
し
て
い
な
い
、
住
所
変
更
に
係
る
届
出
を
し
て
い
な
い
、
ま
た
は

故
意
に
通
知
書
の
受
領
を
拒
否
し
た
場
合
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
な
ど
で
公
示
し
た
後
一
〇
業
務
日
の
経
過
に
よ
り
、
通
知
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（
一
般
法
四
三
条
五
項
）。
行
政
処
分
の
通
知
の
送
付
に
関
し
て
争
い
が
生
じ
た
場
合
は
、
行
政
機
関
が
通
知

し
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節　

日
本
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
と
の
対
比

　

不
利
益
処
分
手
続
は
、「
公
正
か
つ
効
率
的
」
な
手
続
を
内
容
と
す
べ
き
で
あ
る
。「
公
正
」
と
は
、「
行
政
決
定
の
内
容
お
よ
び
過

程
に
お
け
る
恣
意
・
偏
見
・
独
断
を
排
除
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
は
、「
公
正
な
手
続
」
を
、「
適
正
手
続
の
四
原
則
」

す
な
わ
ち
処
分
基
準
の
設
定
と
公
表
、
告
知
・
聴
聞
、
文
書
閲
覧
、
理
由
の
提
示
を
充
た
す
手
続
と
解
す
る
。「
公
正
な
手
続
」
を
設

け
る
こ
と
に
よ
り
、
処
分
に
よ
り
権
利
利
益
に
影
響
を
受
け
る
者
の
権
利
を
事
前
に
保
障
し
、
違
法
な
行
政
作
用
を
未
然
に
防
止
で
き

る
。
し
か
し
、
不
利
益
処
分
の
事
前
手
続
と
し
て
過
剰
な
段
階
（
手
続
）
を
置
き
、
ま
た
は
手
続
を
煩
瑣
な
も
の
に
す
る
と
、
行
政
運

営
の
効
率
が
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
生
じ
る
。
し
た
が
っ
て
、
不
利
益
処
分
手
続
は
、「
公
正
か
つ
効
率
的
」
と
い
う
両
要
素
の
均
衡

（
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を
保
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
本
の
行
手
法
一
条
一
項
お
よ
び
モ
ン
ゴ
ル
の
一
般
法
四
条
二
項
六
号
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
が
行
政
運
営
に
お
け
る
「
公
正
の

確
保
」
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
行
政
運
営
に
お
け
る
「
効
率
の
確
保
」
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
一
般
法
四
条
二
項
四
号

で
明
文
化
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
も
学
説
上
、
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
両
国
の
法
律
は
、
行
政
運
営
に
お
け
る
「
透
明
性
の
確

保
」
に
つ
い
て
も
定
め
て
い
る
が
（
日
本
の
行
手
法
一
条
一
項
、
モ
ン
ゴ
ル
の
一
般
法
四
条
二
項
三
号
）、
透
明
性
が
向
上
す
れ
ば
公

正
性
も
確
保
さ
れ
る
と
い
う
「
相
互
補
完
的
関
係
」
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
の
不
利
益
処
分
手

続
を
、「
公
正
か
つ
効
率
的
」
な
手
続
の
観
点
を
軸
に
比
較
す
る
。
な
お
、「
公
正
か
つ
効
率
的
」
な
手
続
を
維
持
す
る
た
め
の
要
素
と

し
て
「
手
続
的
保
護
の
範
囲
の
観
点
」
お
よ
び
、「
手
続
の
遵
守
の
た
め
の
措
置
」
に
つ
い
て
も
対
比
す
る
。

　
　

一　

手
続
的
保
護
の
範
囲
の
観
点
か
ら

　

モ
ン
ゴ
ル
の
一
般
法
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
は
、
日
本
法
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
そ
の
手
続
的
保
護
が
よ
り
広
範
囲
に
わ
た
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
不
利
益
処
分
の
定
義
、
参
加
人
の
定
義
の
規
定
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
み

て
い
く
。

　

1　

不
利
益
処
分
の
定
義

　

日
本
の
行
手
法
二
条
二
号
は
、
同
法
の
適
用
を
受
け
る
行
政
処
分
を
「
行
政
庁
の
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
行
為
を
い

う
」
と
し
、
処
分
を
「
申
請
に
対
す
る
処
分
」
と
「
不
利
益
処
分
」
に
分
け
て
い
る
。
同
条
は
、「
不
利
益
処
分
」
を
、「
行
政
庁
が
、

法
令
に
基
づ
き
特
定
の
者
を
名
宛
人
と
し
て
直
接
に
こ
れ
に
義
務
を
課
し
又
は
そ
の
権
利
を
制
限
す
る
処
分
」（
行
手
法
二
条
四
号
）

（
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）
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と
定
義
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
行
手
法
は
、
不
利
益
処
分
の
定
義
か
ら
除
か
れ
、
同
法
上
の
手
続
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
「
行
為
」
を
列
挙
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
第
一
に
、
事
実
上
の
行
為
及
び
事
実
上
の
行
為
を
す
る
に
あ
た
り
そ
の
範
囲
、
時
期
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
法

令
上
必
要
と
さ
れ
て
い
る
手
続
と
し
て
の
処
分
は
、「
不
利
益
処
分
」
の
定
義
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
（
四
号
イ
）。
例
え
ば
、
行
政
上

の
強
制
執
行
や
代
執
行
（
戒
告
、
代
執
行
令
書
の
通
知
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
申
請
に
よ
り
求
め
ら
れ
た
許
認
可
な
ど
を

拒
否
す
る
処
分
そ
の
他
申
請
に
基
づ
き
当
該
申
請
を
し
た
者
を
名
宛
人
と
し
て
さ
れ
る
処
分
は
、
不
利
益
処
分
の
定
義
か
ら
除
外
さ
れ

て
い
る
（
四
号
ロ
）。
第
三
に
、
名
宛
人
と
な
る
べ
き
者
の
同
意
の
下
に
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
処
分
（
四
号
ハ
）、
許
認
可
等
の
効

力
を
失
わ
せ
る
処
分
で
あ
っ
て
、
当
該
許
認
可
等
の
基
礎
と
な
っ
た
事
実
が
消
滅
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
さ
れ

る
も
の
（
四
号
二
）
も
不
利
益
処
分
の
定
義
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
学
説
で
は
、
不
利
益
処
分
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
憲
法
上
の
適
正
手
続
の
観
点
か
ら
手
続
的
保
障
が

付
与
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
例
え
ば
、
申
請
の
拒
否
処
分
に
つ
い
て
は
、
理
由
の
提
示
（
行
手
法
八
条
）
以
外
に
意
見

聴
取
手
続
を
含
む
事
前
手
続
の
保
障
を
与
え
る
べ
き
だ
と
さ
れ
て
お
り
、
一
部
の
地
方
公
共
団
体
で
は
、
申
請
の
拒
否
処
分
に
つ
い
て

弁
明
の
機
会
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　

他
方
、
モ
ン
ゴ
ル
法
は
、
不
利
益
処
分
を
定
義
し
て
い
る
も
の
の
、
日
本
の
行
手
法
の
よ
う
に
不
利
益
処
分
の
定
義
か
ら
除
外
さ
れ

る
行
為
を
設
け
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
申
請
に
対
す
る
拒
否
処
分
な
ど
に
つ
い
て
も
、
事
前
手
続
の
保
障
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　

2　

参
加
人
の
定
義

　

日
本
の
行
手
法
は
、「
当
事
者
」
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
当
該
処
分
に
関
し
て
利
害
関
係
を
持
つ
「
参
加
人
」
の
処
分
手
続
へ
の
参

（
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加
を
認
め
て
い
る
。
参
加
人
に
は
、
不
利
益
処
分
に
よ
り
不
利
益
を
被
る
者
（
同
一
利
害
関
係
参
加
人
）
の
み
な
ら
ず
、
利
益
を
受
け

る
者
（
反
対
利
害
関
係
参
加
人
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
に
付
与
さ
れ
る
手
続
的
権
利
と
同
一
利
害
関
係
参
加
人
・
反

対
利
害
関
係
参
加
人
に
付
与
さ
れ
る
手
続
的
権
利
は
、
若
干
異
な
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
モ
ン
ゴ
ル
の
一
般
法
は
、
日
本
法
で
い
う
「
当
事
者
」
と
「
参
加
人
」
を
合
わ
せ
て
「
手
続
関
係
者
」
と
し
、
す
べ
て
の
手

続
関
係
者
に
手
続
的
権
利
を
等
し
く
付
与
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
名
宛
人
中
心
主
義
」
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
日
本
の
行
手
法

と
比
べ
て
、
一
般
法
は
よ
り
広
い
者
に
対
し
て
手
続
的
保
護
を
与
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　

二　

公
正
な
手
続
の
観
点
か
ら

　

日
本
法
の
不
利
益
処
分
手
続
は
、
適
正
手
続
の
四
原
則
を
採
用
し
た
制
度
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
も
モ
ン
ゴ
ル
法
と
比
べ
て
公

正
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
理
由
を
、
各
手
続
に
分
け
て
み
て
い
く
。

　

1　

処
分
基
準
の
設
定
と
公
表

　

日
本
の
行
手
法
一
二
条
は
、
不
利
益
処
分
を
す
る
か
ど
う
か
ま
た
は
ど
の
よ
う
な
不
利
益
処
分
を
す
る
か
に
つ
い
て
、
法
令
の
定
め

に
従
っ
て
判
断
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
基
準
を
で
き
る
限
り
具
体
的
に
設
定
し
、
公
表
す
る
こ
と
を
行
政
庁
の
努
力
義
務
と
し
て

規
定
し
て
い
る
。
処
分
基
準
の
設
定
と
公
表
は
、
行
政
庁
の
行
政
運
営
上
の
便
宜
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
不
利
益
処
分
を
す
る
判
断
過

程
の
公
正
性
と
透
明
性
を
確
保
し
、
処
分
の
相
手
方
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
仕
組
み
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
の
一
般
法
は
、
処
分
基
準
の
設
定
と
公
表
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
な
い
。
処
分
要
件
が
、
各
個
別
法
や

命
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
具
体
性
に
は
差
異
が
あ
る
。

（
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2　

告
知
・
意
見
聴
取
手
続

　

不
利
益
処
分
手
続
が
公
正
に
行
使
さ
れ
る
た
め
の
主
要
な
制
度
は
、「
告
知
・
聴
聞
（
意
見
聴
取
手
続
）」
で
あ
る
。
両
国
と
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
法
律
に
お
い
て
、
行
政
機
関
が
不
利
益
処
分
を
下
す
前
に
、
名
宛
人
に
通
知
書
を
送
付
し
、
そ
の
者
の
意
見
を
聴
取
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
（
行
手
法
一
五
条
、
一
般
法
二
七
条
三
項
）。
な
お
、
モ
ン
ゴ
ル
法
に
よ
れ
ば
、
通
知
書
は
、
当
事
者
の

み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
関
係
者
に
対
し
て
送
付
さ
れ
る
こ
と
が
異
な
る
。

　

3　

聴
聞
主
宰
者

　

日
本
の
行
手
法
は
、
聴
聞
手
続
を
公
正
に
行
う
た
め
の
制
度
と
し
て
、
聴
聞
主
宰
者
の
制
度
を
設
け
て
い
る
。
聴
聞
主
宰
者
は
、
行

政
庁
の
職
員
と
当
事
者
と
の
間
に
立
っ
て
、
中
立
的
な
立
場
で
双
方
の
主
張
を
聞
き
、
行
政
庁
が
行
っ
た
事
実
認
定
が
妥
当
か
否
か
を

判
断
す
る
。
中
立
的
な
立
場
か
ら
聴
聞
手
続
を
行
う
た
め
に
、
主
宰
者
は
、
行
政
庁
か
ら
の
独
立
性
を
有
し
、
か
つ
、
主
宰
者
に
対
す

る
行
政
庁
の
指
揮
監
督
権
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。

　

行
手
法
一
九
条
一
項
は
、「
聴
聞
は
、
行
政
庁
が
指
名
す
る
職
員
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
者
が
主
宰
す
る
」
と
定
め
、
同
条
二
項
は
、

主
宰
者
の
除
斥
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
規
定
は
、
主
宰
者
の
除
斥
事
由
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
行
手
法
は
、
職

能
分
離
ま
で
は
要
求
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
除
斥
事
由
に
当
た
ら
な
い
行
政
庁
の
職
員
が
主
宰
者
に
指
名
さ
れ
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。

　

聴
聞
期
日
の
冒
頭
に
お
い
て
主
宰
者
は
、
原
因
と
な
る
事
実
、
不
利
益
処
分
の
内
容
、
そ
の
根
拠
と
な
る
法
令
の
条
項
を
、
行
政
庁

の
職
員
か
ら
出
頭
者
に
説
明
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
行
手
法
二
〇
条
一
項
）。
主
宰
者
は
、
聴
聞
の
審
理
の
経
過
、
不
利
益
処
分

の
原
因
と
な
る
事
実
に
対
す
る
当
事
者
お
よ
び
参
加
人
の
陳
述
の
要
旨
を
記
載
し
た
調
書
を
作
成
す
る
（
二
四
条
一
項
）。
ま
た
、
聴

（
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聞
手
続
の
後
、
不
利
益
処
分
の
原
因
と
な
る
事
実
に
対
す
る
当
事
者
の
主
張
に
理
由
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
意
見
を
記
載
し
た
報

告
書
を
作
成
し
、
聴
聞
調
書
と
と
も
に
行
政
庁
に
提
出
す
る
（
同
条
三
項
）。

　

行
政
庁
は
、
聴
聞
調
書
お
よ
び
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を
十
分
に
参
酌
し
て
決
定
を
す
る
。
た
だ
し
、
行
政
庁
は
、
主
宰
者
の

意
見
に
拘
束
さ
れ
る
必
要
が
な
く
、
主
宰
者
の
報
告
書
か
ら
主
宰
者
の
意
見
を
十
分
に
導
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
聴
聞
調
書
に

基
づ
き
独
自
の
判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
の
一
般
法
は
、
意
見
聴
取
を
行
う
者
と
決
定
権
者
が
同
一
の
者
と
な
っ
て
お
り
、
意
見
聴
取
を
行
う
者

の
独
立
性
を
保
障
す
る
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
意
見
聴
取
手
続
の
公
正
性
に
疑
義
が
残
る
。

　

4　

文
書
閲
覧
請
求
権

　

日
本
の
行
手
法
で
は
、
当
事
者
お
よ
び
不
利
益
を
受
け
る
参
加
人
に
対
し
て
、
聴
聞
の
通
知
が
あ
っ
た
時
か
ら
聴
聞
の
終
結
時
ま
で

の
あ
い
だ
に
文
書
閲
覧
請
求
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
文
書
閲
覧
請
求
権
は
、
処
分
に
よ
り
不
利
益
を
受
け
る
者
が
意
見
陳
述
を
す
る

た
め
の
準
備
に
と
っ
て
、
重
要
な
意
義
を
も
つ
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
の
一
般
法
は
、
手
続
関
係
者
に
文
書
閲
覧
請
求
権
を
付
与
し
て
い
る
も
の
の
、
請
求
で
き
る
時
点
は
、

意
見
聴
取
の
終
結
後
か
ら
と
な
っ
て
お
り
、
内
容
的
に
み
て
文
書
閲
覧
請
求
権
と
は
認
め
が
た
い
。

　

5　

理
由
の
提
示

　

日
本
の
行
手
法
八
条
と
一
四
条
に
よ
れ
ば
、
行
政
庁
は
、
申
請
拒
否
処
分
お
よ
び
不
利
益
処
分
を
行
う
際
に
、
そ
の
理
由
を
提
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
由
の
提
示
の
程
度
は
、
処
分
の
性
質
と
理
由
の
提
示
を
義
務
づ
け
た
各
個
別
法
の
趣
旨
・
目
的
に
照
ら
し
て

（
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モンゴルにおける不利益処分手続の展開（一）　

個
別
の
事
案
ご
と
に
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、
裁
判
例
の
多
く
が
共
通
し
て
認
め
て
い
る
の
は
、
①
適
用
法
条
の
摘
示
、
②
当
該
法
条
の

適
用
の
原
因
と
な
っ
た
具
体
的
な
事
実
関
係
の
摘
示
、
③
事
実
に
対
す
る
法
条
の
適
用
関
係
の
摘
示
で
あ
る
。
な
お
、
申
請
に
対
す
る

処
分
に
お
い
て
は
理
由
提
示
が
重
要
な
手
続
的
保
障
に
な
る
た
め
、
よ
り
具
体
的
な
も
の
で
あ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
裁
判
例
お
よ
び
学
説
に
お
い
て
は
、
聴
聞
の
通
知
書
、
聴
聞
手
続
と
い
っ
た
手
続
を
経
た
こ
と
は
、
理
由
の
提
示
の
簡
略
に

つ
な
が
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

モ
ン
ゴ
ル
の
一
般
法
で
も
、
行
政
機
関
の
判
断
の
適
正
性
を
担
保
し
、
当
事
者
の
争
訟
提
起
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
は
、
行
政
機
関

が
処
分
を
下
す
際
に
、
そ
の
理
由
も
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
点
で
、
両
国
の
制
度
は
、
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
モ

ン
ゴ
ル
の
一
般
法
は
、
理
由
の
提
示
で
記
載
さ
れ
る
べ
き
事
項
を
列
挙
し
て
い
る
点
で
、
日
本
法
と
異
な
る
。

　
　

三　

効
率
的
な
手
続
の
観
点
か
ら

　

日
本
の
行
手
法
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
は
、
モ
ン
ゴ
ル
法
と
比
べ
、
行
政
運
営
の
効
率
性
を
考
慮
し
た
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
の
は
、
次
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。

　

1　

意
見
聴
取
手
続
の
分
類

　

日
本
の
行
手
法
は
、
行
政
庁
が
不
利
益
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
手
続
と
し
て
、「
聴
聞
手
続
」
と
「
弁
明
の
機
会
の
付
与
」

の
二
分
法
を
採
用
し
て
い
る
。
前
者
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
①
許
認
可
等
を
取
り
消
す
不
利
益
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
②
名
宛

人
の
資
格
又
は
地
位
を
直
接
に
は
く
奪
す
る
不
利
益
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
③
名
宛
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
役

員
の
解
任
を
命
ず
る
不
利
益
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
④
名
宛
人
の
業
務
に
従
事
す
る
者
の
解
任
を
命
ず
る
不
利
益
処
分
又
は
名

（
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宛
人
の
会
員
で
あ
る
者
の
除
名
を
命
ず
る
不
利
益
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
で
あ
る
（
行
手
法
一
三
条
一
項
一
号
、
こ
れ
は
、

「
法
定
聴
聞
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
）。
な
お
、
法
律
上
、
聴
聞
手
続
の
対
象
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
不
利
益
処
分
で
あ
っ
て
、

行
政
庁
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
ま
た
は
、
当
事
者
の
申
立
て
に
よ
っ
て
そ
れ
を
行
政
庁
が
認
め
た
場
合
に
お
い
て
、
聴
聞
手
続
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
（
任
意
聴
聞
）。
後
者
の
弁
明
手
続
は
、
聴
聞
手
続
の
対
象
で
な
い
不
利
益
処
分
に
関
し
て
行
わ
れ
る
（
同

項
二
号
）
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
書
面
主
義
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
法
が
、
意
見
聴
取
手
続
の
二
分
法
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
不
利
益
処
分
に
対
し
て
聴
聞
手
続
が

求
め
ら
れ
る
の
が
、
行
政
処
分
の
内
容
が
多
種
多
様
で
あ
る
点
、
行
政
の
能
率
の
阻
害
と
い
う
点
か
ら
み
て
合
理
的
で
は
な
い
か
ら
で

あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
の
一
般
法
は
、
不
利
益
処
分
を
す
る
場
合
の
手
続
を
分
類
し
て
い
な
い
。
一
般
法
は
、
意
見
聴
取
を
口

頭
の
み
な
ら
ず
多
種
多
様
な
手
段
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
略
式
手
続
と
し
て
の
要
素
を
含
め
て
い
る

と
は
い
い
難
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
点
に
関
し
て
日
本
の
行
手
法
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
一
般
法
に
比
べ
て
相
当
に
進
ん
で
い
る
制
度
と
な

っ
て
い
る
。

　

2　

意
見
聴
取
手
続
の
不
要
な
場
合

　

日
本
の
行
手
法
は
、
公
益
を
速
や
か
に
確
保
し
（
一
三
条
二
項
一
号
）、
ま
た
、
行
政
効
率
を
確
保
す
る
必
要
性
（
同
項
二
号
か
ら

五
号
）
か
ら
、
聴
聞
手
続
ま
た
は
弁
明
手
続
を
省
略
で
き
る
場
合
を
列
挙
し
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
緊
急
の
場
合
、
不
利
益
処

分
の
要
件
が
客
観
的
に
明
白
な
場
合
、
不
利
益
処
分
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る
義
務
の
内
容
が
著
し
く
軽
微
な
も
の
で
あ
る
場
合
な
ど
で
あ

る
。
し
か
し
、
モ
ン
ゴ
ル
の
一
般
法
は
、
意
見
聴
取
が
不
要
な
場
合
を
限
定
的
に
設
定
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
緊
急
の
場
合
や
技
術
的

（
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モンゴルにおける不利益処分手続の展開（一）　

な
手
段
を
用
い
て
処
分
を
下
す
場
合
な
ど
に
と
ど
め
て
い
る
。

　

3　

手
続
的
保
護
の
範
囲
と
効
率
性
の
関
係

　

モ
ン
ゴ
ル
の
一
般
法
は
、
上
述
の
よ
う
に
不
利
益
処
分
お
よ
び
手
続
関
係
者
の
範
囲
を
広
く
設
定
し
、
意
見
聴
取
が
不
要
な
場
合
も

限
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
手
続
的
保
障
を
広
く
認
め
る
制
度
設
計
は
、
行
政
運
営
の
効
率
性
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
と
い
え

る
。

　
　

四　

手
続
の
遵
守
の
た
め
の
措
置
の
観
点
か
ら

　

モ
ン
ゴ
ル
の
一
般
法
が
定
め
る
監
督
書
の
作
成
は
、
手
続
の
遵
守
を
強
化
す
る
も
の
と
し
て
設
け
ら
れ
て
お
り
、
他
国
で
は
見
ら
れ

な
い
特
徴
的
な
制
度
で
あ
る
。

　

他
方
、
日
本
で
は
、
行
政
実
務
に
お
け
る
手
続
の
遵
守
に
は
、
手
続
に
対
す
る
裁
判
所
の
立
場
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
見

解
が
有
力
で
あ
る
。
行
手
法
制
定
以
降
の
最
高
裁
判
例
お
よ
び
下
級
審
裁
判
例
を
見
る
と
、
と
く
に
、
適
正
手
続
の
四
原
則
に
つ
い
て

の
瑕
疵
は
、
処
分
の
取
消
事
由
を
構
成
す
る
と
い
う
見
解
が
強
く
み
ら
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
法
の
支
配
（rule of law

）」
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
は
、「
法
の
適
正
手
続
（due process of law

）」
の
原
理

で
あ
る
。
同
原
理
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
五
条
お
よ
び
修
正
一
四
条
に
お
い
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。
修
正
五
条
お
よ
び
修
正
一
四
条

の
い
ず
れ
も
刑
事
手
続
に
関
す
る
規
定
で
あ
っ
た
が
、
一
九
世
紀
末
ま
で
に
は
、
刑
事
手
続
の
み
な
ら
ず
、
民
事
裁
判
手
続
、
そ
し
て
行
政
手

続
に
も
及
ぶ
こ
と
が
確
立
さ
れ
た
。
松
井
茂
記
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
入
門
（
第
七
版
）』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
二
年
）
三
五
九
頁
。

行
政
手
続
法
の
必
要
性
を
「
法
治
主
義
」
お
よ
び
「
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理
」
か
ら
導
き
出
す
の
は
ド
イ
ツ
に
由
来
す
る
。
ド
イ
ツ
の

（
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論　　　説

ボ
ン
基
本
法
一
〇
三
条
一
項
に
お
い
て
「
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
何
人
も
、
法
律
上
の
審
問
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
お

り
、
同
項
は
「
法
治
主
義
」
を
根
拠
と
し
て
、
行
政
手
続
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。
海
老
沢
俊
郎
『
行
政
手
続
法
の
研

究
』（
成
文
堂
・
一
九
九
二
年
）
九
〇
頁
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
ボ
ン
基
本
法
の
定
め
る
基
本
権
は
、
手
続
保
障
の
契
機
も
含
ん
で

い
る
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
富
塚
祥
夫
「
実
体
的
基
本
権
の
手
続
法
的
機
能
─
西
ド
イ
ツ
基
本
権
理
論
の
新
局
面
─

（
上
）」
東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌
二
七
巻
一
号
（
一
九
八
六
年
）
二
一
九
頁
か
ら
二
五
〇
頁
、
富
塚
祥
夫
「
実
体
的
基
本
権
の
手
続
法
的

機
能
─
西
ド
イ
ツ
基
本
権
理
論
の
新
局
面
─
（
下
）」
東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌
二
八
巻
二
号
（
一
九
八
七
年
）
一
八
一
頁
か
ら
二
一
五
頁

を
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
の
他
に
、
行
政
手
続
法
の
根
拠
を
民
主
主
義
、
行
政
と
司
法
と
の
同
質
性
、
宗
教
的
慣
行
に
求
め
る
考
え
方
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
粕
谷
恭
美
「
行
政
手
続
の
法
理
と
課
題
」
筑
波
法
政
七
巻
三
号
（
一
九
八
四
年
）
一
三
八
頁
以
下
。

こ
こ
で
い
う
「
国
際
的
標
準
」
に
達
し
た
行
政
手
続
法
と
は
、
適
正
手
続
の
四
原
則
を
含
ん
だ
行
政
手
続
法
を
い
う
。
適
正
手
続
の
四
原

則
と
し
て
は
、
告
知
・
聴
聞
、
文
書
閲
覧
、
理
由
の
提
示
、
処
分
基
準
の
設
定
・
公
表
が
含
ま
れ
て
い
る
。
塩
野
宏
『
行
政
法
Ⅰ
（
第
六

版
）』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
五
年
）
二
七
〇
頁
。
適
正
手
続
の
原
理
の
由
来
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
著
書
、
論
文
が
出
版
さ
れ
て
い

る
た
め
、
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
内
容
を
省
略
す
る
こ
と
に
す
る
。

Ерөнхийлөгчийн тамгы
н газар. Захиргааны

 ерөнхий хуулийн төслийн үзэл баримтлал. 2015 он. 6 хуудас.

一
つ
の
事
例
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
フ
レ
ル
ス
ヘ
（У.Х

үрэлсүх

）
と
、
鉱
業
・
重
工
業
大
臣
、
自
然
環
境
・
観
光
大
臣
、
専

門
監
察
庁
長
官
、
諜
報
庁
長
官
、
検
察
庁
長
官
、
工
業
・
石
油
庁
長
官
の
二
〇
一
九
年
八
月
一
二
日
の
会
議
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
会
議
に
お
い

て
、『T

ost T
oson bum

ba

』
鉱
山
（
モ
ン
ゴ
ル
の
ウ
ム
ヌ
ゴ
ビ
県
に
あ
る
）
で
行
わ
れ
て
い
る
鉱
業
活
動
に
対
す
る
住
民
の
批
判
を
受
け
て
、

内
閣
総
理
大
臣
は
、「
当
該
鉱
山
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
鉱
業
会
社
の
鉱
物
資
源
の
採
掘
・
利
用
に
関
す
る
許
可
を
取
り
消
」
し
、
こ
れ
に
応

じ
な
い
場
合
、
担
当
長
官
が
「
辞
職
す
る
よ
う
に
」
と
命
令
し
た
。
し
か
し
、
当
該
鉱
物
資
源
の
採
掘
・
利
用
許
可
の
違
法
性
が
法
的
手
段
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
発
言
を
す
る
こ
と
は
、
鉱
物
資
源
法
お
よ
び
行
政
一
般
法
の
規
定
す
る
手

続
的
保
障
の
理
念
に
反
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

鉱
物
資
源
の
採
掘
・
利
用
に
関
す
る
許
可
の
取
消
処
分
を
受
け
た
鉱
業
会
社
の
一
社
が
、
内
閣
総
理
大
臣
の
命
令
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た

鉱
物
資
源
・
石
油
庁
長
官
の
取
消
処
分
の
違
法
性
を
争
っ
た
事
案
で
裁
判
所
は
、「
取
消
処
分
を
行
う
法
律
上
の
根
拠
が
な
い
」
と
し
た
上
で
、

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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モンゴルにおける不利益処分手続の展開（一）　

「
処
分
を
下
す
に
あ
た
り
名
宛
人
の
意
見
聴
取
を
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
手
続
上
の
瑕
疵
が
あ
っ
た
」
と
し
た
。
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
第
一
審

行
政
裁
判
所
二
〇
二
〇
年
二
月
一
二
日
一
二
〇
号
判
決
。

モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
ド
ゥ
ル
グ
ー
ン　

バ
ト
ト
ル
ガ
「
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
不
利
益
処

分
手
続
の
歴
史
的
展
開
─
二
〇
一
五
年
行
政
一
般
法
制
定
に
至
る
ま
で
の
状
況
─
（
一
）・（
二
・
完
）」
阪
大
法
学
六
九
巻
五
号
（
二
〇
二
〇

年
）
二
〇
七
頁
以
下
、
阪
大
法
学
六
九
巻
六
号
（
二
〇
二
〇
年
）
二
三
一
頁
以
下
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ド
ゥ
ル
グ
ー
ン
・
前
掲
注
（
7
）
を
参
照
。

な
お
、
行
政
手
続
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
中
川
丈
久
「
行
政
手
続
法
の
整
備
─
抜
本
的
な
見
直
し
に
向
け
て
─
」
行
政
法
研
究
三
〇

号
（
二
〇
一
九
年
）
三
頁
か
ら
二
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

行
政
一
般
法
の
法
典
化
の
背
景
や
議
論
に
若
干
触
れ
る
も
の
と
し
て
、T

sogtT
send

「D
evelopm

ent of A
dm

inistrative 
litigation in M

ongolia: from
 adm

inistrative control to court rem
edy?

」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
二
七
九
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
一

四
頁
以
下
。

手
続
規
定
を
設
け
た
特
別
法
と
し
て
は
、
国
家
公
務
員
法
（
一
九
九
四
年
）、
鉱
物
資
源
法
（
一
九
九
七
年
）
を
含
む
一
〇
に
達
し
な
い

数
の
法
律
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
法
律
は
、
弁
明
の
機
会
の
付
与
も
し
く
は
通
知
の
み
を
規
定
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
ド
ゥ
ル
グ
ー

ン
・
前
掲
注
（
7
）、
阪
大
法
学
六
九
巻
六
号
、
二
四
三
頁
以
下
。

Ерөнхийлөгчийн тамгы
н газар. Ө

мнөх иш
лэл 5. 1 хуудас.

Б.Чимид. Ү
ндсэн хуулийн үзэл баримтлал. У

Б хот., 2017 он. 148 хуудас.

Ерөнхийлөгчийн тамгы
н газар. Ө

мнөх иш
лэл 5.1 хуудас.

モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
「rule of law

」
の
訳
語
と
し
て
、
多
様
な
用
語
が
使
わ
れ
て
お
り
、
憲
法
制
定
当
時
か
ら
は
、「хууль дээдлэх 

ёс

」
即
ち
「
法
律
の
尊
重
」
と
い
う
表
現
が
、「
法
の
支
配
」
な
い
し
「
実
質
的
法
治
主
義
」
と
し
て
解
さ
れ
て
い
る
。
当
初
は
、「
法
の
支

配
」
と
「
実
質
的
法
治
主
義
」
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。Г.С

овд, Н
.Ж

анцан, Ж
.А

марсанаа, С
.Ж

анцан. 

М
онгол Улсы

н Ү
ндсэн хуулийн тайлбар. У

Б хот., 2000 он. 29 хуудас.

近
年
で
は
、
ガ
ン
ガ
バ
ー
タ
ル
（Д

.Гангабаатар

）
や
テ
ム
ー
ジ
ン
（Х

.Тэмүүж
ин

）
が
、
両
原
理
の
違
い
に
つ
い
て
論
じ
、「
異
な
る

原
理
で
あ
る
が
、
同
一
の
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
両
原
理
の
内
容
に
関
す
る
検
討
が
望
ま
れ
る
。
な
お
、
岡

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）
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論　　　説

田
正
則
、
高
橋
明
男
、
紙
野
健
二
編
訳
『
法
の
支
配
と
法
治
主
義
』（
成
文
堂
・
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
。

П
.О

дгэрэл. Захиргааны
 эрх зүйн ерөнхий анги. У

Б хот., 2016 он. 53 хуудас.

Д
.С

үнж
ид. Захиргааны

 ерөнхий хууль: үзэл баримтлал, хэрэглээ. У
Б хот., 2017 он. 114 хуудаснаас хойш

.

Улсы
н И

х Хурлы
н нэгдсэн хуралдааны

 тэмдэглэл /2015 оны
 4 сары

н 9 /.44 хуудас.http://w
w

w
.parliam

ent.m
n/n/6hdo

Ц
.Ц

огт. Захиргааны
 ерөнхий хууль: боловсруулах үе ш

ат, үзэл баримтлал, хэрэгж
илт, хүлээгдэж

 буй ач холбогдол. 2019 

он. 6 хуудас.https://legaldata.m
n/b/652

Ц
.Ц

огт. Ө
мнөх иш

лэл 19. 6 хуудас.

行
政
一
般
法
第
一
次
研
究
会
の
構
成
員
の
一
人
で
あ
る
ツ
ォ
グ
ト
裁
判
官
は
、「
行
政
一
般
法
」

の
立
法
過
程
に
つ
い
て
扱
っ
た
論
文
に
お
い
て
、
ラ
イ
ナ
ー
・
グ
ロ
ー
ト
の
助
言
に
言
及
し
て
い
る
。

Ц
.Ц

огт. Ө
мнөх иш

лэл 19. 3 хуудас.

行
政
一
般
法
第
一
次
研
究
会
の
構
成
員
一
七
人
は
、
大
学
教
授
が
三
人
、
裁
判
官
が
二
人
、
法
務
・
内
務
省
や
国
立
法
律
研
究
所
の
研
究

員
が
六
人
、
国
税
庁
を
含
む
行
政
機
関
の
職
員
が
五
人
、
在
モ
ン
ゴ
ル
ハ
ン
ス
・
ザ
イ
デ
ル
財
団
職
員
が
一
人
か
ら
成
っ
て
い
た
。

二
〇
一
〇
年
五
月
一
九
日
一
一
九
号
政
令
は
、
行
政
機
関
が
命
令
を
制
定
す
る
際
の
手
続
（
命
令
制
定
手
続
）
を
定
め
て
い
た
。
具
体
的

に
は
、
命
令
制
定
手
続
は
、
①
命
令
案
の
作
成
、
②
命
令
の
制
定
と
登
録
、
③
命
令
の
公
示
の
段
階
か
ら
成
っ
て
い
た
。
こ
の
政
令
は
、
行
政

一
般
法
の
制
定
に
伴
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。

第
一
次
草
案
二
〇
条
お
よ
び
二
二
条
に
よ
れ
ば
、
行
政
機
関
は
、
処
分
を
下
す
と
と
も
に
、
①
当
該
処
分
の
根
拠
と
な
る
法
令
の
条
文
、

②
事
実
上
の
根
拠
を
詳
細
に
記
載
し
、
名
宛
人
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

行
政
一
般
法
第
二
次
研
究
会
は
、
一
八
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
第
一
次
研
究
会
の
構
成
員
の
う
ち
、
ツ
ォ
グ
ト
（
高
等
行
政
裁
判
所

裁
判
官
）、
エ
レ
デ
ネ
ツ
ォ
グ
ト
（
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学
法
学
部
教
授
）、
ム
ヒ
ー
ト
ゥ
（
国
立
法
律
研
究
所
行
政
法
研
究
部
）、
エ
ン
フ
ジ
ャ

ル
ガ
ル
（
首
都
土
地
局
法
務
部
）、
ア
リ
ウ
ン
ジ
ャ
ル
ガ
ル
（
法
務
・
内
務
省
の
法
改
革
部
）
の
五
人
が
継
続
し
て
残
り
、
そ
の
他
の
構
成
員

が
変
わ
っ
た
。
第
二
次
研
究
会
で
は
、
第
一
次
研
究
会
の
構
成
に
含
ま
れ
て
い
た
在
モ
ン
ゴ
ル
ハ
ン
ス
・
ザ
イ
デ
ル
財
団
以
外
に
、
国
連
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ア
ジ
ア
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
オ
ー
プ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
代
表
者
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

行
政
一
般
法
第
二
次
研
究
会
「
研
究
会
議
事
録
」（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
八
日
）
一
六
頁
。

Ерөнхийлөгчийн тамгы
н газар. Ө

мнөх иш
лэл 5. 5 хуудас.

（
16
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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）
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）
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）
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）
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）
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モンゴルにおける不利益処分手続の展開（一）　
Ц

.Ц
огт. Ө

мнөх иш
лэл 19. 26 хуудас.

Ерөнхийлөгчийн тамгы
н газар. Ө

мнөх иш
лэл 5. 6 хуудас.

Ц
.Ц

огт. Ө
мнөх иш

лэл 19. 21 хуудас.

Ц
.Ц

огт. Ө
мнөх иш

лэл 19. 19 хуудас.

二
〇
〇
二
年
の
行
政
事
件
訴
訟
法
（
旧
行
政
事
件
訴
訟
法
）
に
お
い
て
は
、
行
政
機
関
に
つ
い
て
「
列
記
主
義
」
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
中

に
「
内
閣
」
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
規
定
は
、
二
〇
〇
五
年
の
憲
法
裁
判
所
の
二/

〇
二
号
判
決
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
、
内
閣
の
決
定
の
適

法
性
の
統
制
は
、
憲
法
裁
判
所
の
管
轄
と
な
っ
た
。

た
だ
し
、
内
閣
の
決
定
に
は
、
政
治
的
な
性
質
を
有
す
る
も
の
と
、
行
政
権
の
行
使
の
性
質
を
有
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
こ

と
を
考
え
る
と
、
行
政
一
般
法
（
草
案
）
に
お
い
て
、
行
政
機
関
に
つ
い
て
「
概
括
主
義
」
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
閣
が
行
政
権
を
行
使

す
る
際
に
行
う
決
定
（
政
治
的
な
性
質
を
有
す
る
決
定
を
除
く
）
は
、
行
政
一
般
法
（
草
案
）
お
よ
び
行
政
事
件
訴
訟
法
（
二
〇
一
六
年
）
の

適
用
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。

Улсы
н И

х Хурлы
н нэгдсэн хуралдааны

 тэмдэглэл /2015 оны
 4 сары

н 9 /. 58 хуудас. http://w
w

w
.parliam

ent.m
n/n/6hdo

を
参
照
。

Ц
.Ц

огт. Ө
мнөх иш

лэл 19. 21 хуудас.

第
二
次
研
究
会
の
構
成
員
ツ
ォ
グ
ト
が
保
有
し
て
い
た
「
行
政
一
般
法
の
立
案
作
業
に
関
す
る
」
資
料
に
よ
れ
ば
、
法
案
作
成
に
あ
た
っ

て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
ス
ン
ジ
デ
、
ガ
ン
ゾ
リ
グ
、
ツ
ォ
グ
ト
、
オ
ド
ゲ
レ
ル
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
四
人
の
内
、

ス
ン
ジ
デ
は
、
第
一
章　

総
則
、
第
七
章　

計
画
、
第
八
章　

行
政
執
行
を
、
ガ
ン
ゾ
リ
グ
は
、
第
二
章　

行
政
機
関
、
第
六
章　

命
令
を
、

ツ
ォ
グ
ト
は
、
第
三
章　

行
政
手
続
、
第
九
章　

不
服
申
立
て
、
第
十
章　

国
家
賠
償
、
第
十
一
章　

罰
則
を
、
オ
ド
ゲ
レ
ル
は
、
第
四
章　

行
政
処
分
、
第
五
章　

行
政
契
約
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
Ц

.Ц
огт. Ө

мнөх иш
лэл 19. 25 хуудас.

モ
ン
ゴ
ル
国
憲
法
二
六
条
一
項
に
基
づ
き
、
大
統
領
、
議
会
議
員
、
内
閣
は
、
法
案
提
出
の
権
限
を
も
っ
て
い
る
。

議
会
本
会
議
の
前
段
階
に
お
い
て
、
議
会
委
員
会
の
職
員
が
加
え
ら
れ
第
三
次
研
究
会
（
議
会
委
員
会
二
〇
一
五
年
五
月
一
八
日
〇
九/

〇
七
号
）
が
設
け
ら
れ
た
。
第
三
次
研
究
会
は
、
草
案
の
内
容
的
な
改
正
で
は
な
く
、
形
式
的
な
修
正
の
み
を
行
っ
た
。
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論　　　説
Улсы

н И
х Хурлы

н нэгдсэн хуралдааны
 тэмдэглэл /2015 оны

 4 сары
н 9 / . 61 хуудас.

Улсы
н И

х Хурлы
н нэгдсэн хуралдааны

 тэмдэглэл /2015 оны
 4 сары

н 9 /. 43 хуудас.

Улсы
н И

х Хурлы
н нэгдсэн хуралдааны

 тэмдэглэл /2015 оны
 4 сары

н 9 /. 58 хуудас.

Улсы
н И

х Хурлы
н нэгдсэн хуралдааны

 тэмдэглэл /2015 оны
 6 сары

н 19 /. 50 хуудас.http://w
w

w
.parliam

ent.m
n/n/cogo

を
参
照
。

行
政
事
件
訴
訟
法
（
二
〇
一
六
年
）
一
〇
六
条
七
項
に
よ
り
、
行
政
裁
判
所
は
、
裁
量
処
分
に
つ
い
て
は
、
裁
量
権
の
濫
用
、
逸
脱
の
有

無
、
合
目
的
性
（зорилгодоо нийцсэн эсэх

）
に
反
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
。

モ
ン
ゴ
ル
の
一
級
行
政
区
画
（
二
一
の
県
、
一
つ
の
首
都
）
が
最
も
大
き
な
区
画
で
、
県
（аймаг

）
の
下
に
郡
（сум

）、
郡
の
下
に
村

（баг

）
が
置
か
れ
、
首
都
（нийслэл

）
の
下
に
区
（дүүрэг

）、
区
の
下
に
町
（хороо

）
と
い
う
行
政
区
画
が
置
か
れ
る
。
そ
し
て
、
地
方

公
共
団
体
の
議
決
機
関
と
し
て
、
県
、
首
都
、
郡
、
区
に
お
い
て
議
会
、
村
と
町
に
お
い
て
市
民
総
会
が
あ
る
（
憲
法
五
九
条
二
項
）。
一
方
、

執
行
機
関
と
し
て
、
各
レ
ベ
ル
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
知
事
が
あ
る
（
憲
法
六
〇
条
一
項
）。
知
事
は
、
当
該
地
域
の
議
会
ま
た
は
市
民

総
会
か
ら
指
名
さ
れ
、
上
級
地
方
公
共
団
体
の
知
事
ま
た
は
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
り
任
命
さ
れ
る
（
憲
法
六
〇
条
二
項
）。

Д
.С

үнж
ид. Ө

мнөх иш
лэл 17. 30 хуудас.

ス
ン
ジ
デ
（Д

.С
үнж

ид

）
教
授
に
筆
者
が
直
接
う
か
が
っ
た
（
二
〇
一
九
年
一
月
二
四
日
一
二
時
一
六
分
ご
ろ
・
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に

て
）。行

政
一
般
法
の
制
定
に
伴
っ
て
、
次
の
法
律
に
関
し
て
、
字
句
的
な
改
正
が
行
わ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、

行
政
事
件
訴
訟
法
（
二
〇
一
六

年
）、
内
閣
法
（
一
九
九
三
年
）、
内
閣
省
に
関
す
る
法
（
二
〇
〇
四
年
）、
内
閣
庁
に
関
す
る
法
（
二
〇
〇
四
年
）、
行
政
区
画
と
そ
の
統
治
団

体
に
関
す
る
法
律
（
二
〇
〇
六
年
）、
情
報
公
開
に
関
す
る
法
律
（
二
〇
一
一
年
）、
公
職
に
お
け
る
公
益
及
び
私
益
の
衡
量
と
利
益
相
反
禁
止

に
関
す
る
法
律
（
二
〇
一
二
年
）、
国
家
機
関
若
し
く
は
公
務
員
に
対
す
る
請
願
又
は
不
服
申
立
て
の
手
続
に
関
す
る
法
律
（
一
九
九
五
年
）、

原
子
力
に
関
す
る
法
律
（
二
〇
〇
九
年
）、
鉱
物
資
源
法
（
二
〇
〇
六
年
）、
税
関
法
（
二
〇
〇
八
年
）、
税
法
（
二
〇
〇
八
年
）、
民
事
訴
訟
法

（
二
〇
〇
二
年
）
で
あ
る
。

Х
аннс- Зайделийн сангаас зохион байгуулсан Захиргааны

 ерөнхий хуулийн хэрэглээ уулзалт, ярилцлагы
н тэмдэглэл. 

2017 оны
 12 сары

н 19ны
 өдөр. 6 хуудас.
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モンゴルにおける不利益処分手続の展開（一）　
Хууль зүй дотоод хэргийн яам. Зөрчил ш

алган ш
ийдвэрлэх тухай хуулийн төслийн үзэл баримтлал. 2016 он. 1 хуудас.

モ

ン
ゴ
ル
の
法
務
・
内
務
省
、「
行
政
一
般
法
案
概
念
」https://m

ojha.gov.m
n/new

m
ojha/

を
参
照
（2020.09.23

最
終
確
認
）。

違
反
法
と
処
理
手
続
法
に
お
い
て
、「
一
．
一
条
、
一
．
一
条
一
項
」
と
い
う
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
記
は
、
そ
の
他

の
法
律
の
中
に
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
ロ
シ
ア
連
邦
行
政
違
反
法
典
（Кодекс Российской Ф

едерации об административных 

правонаруш
ениях" от 30.12.2001 N

 195 -Ф
З

）
も
こ
う
し
た
表
記
を
用
い
て
い
る
。

検
査
官
（байцаагч

）
と
は
、
専
門
監
察
庁
（мэргэж

лиййн хяналты
н ерөнхий газар

）
の
職
員
で
あ
り
、
国
家
に
よ
る
検
査
法

（
二
〇
〇
三
年
）
三一

条
一
項
一
号
の
定
め
る
「
自
然
人
又
は
法
人
の
活
動
若
し
く
は
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
の
各
法
律
に
規
定
す
る
条

件
（
基
準
）
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
点
検
」
し
、
賦
科
決
定
を
行
う
職
員
で
あ
る
。

刑
事
・
民
事
・
行
政
裁
判
所
は
、
違
反
法
一
五
．
三
条
と
一
五
．
四
条
に
規
定
す
る
裁
判
秩
序
を
乱
し
た
者
に
対
し
て
賦
科
決
定
を
行
う
。

Ц
.Ц

огт. Захиргааны
 эрх зүй дэх хууч хамаарал бую

у П
рокуроры

н хяналт. У
Б хот., 2018 он. 18 хуудас.

決
定
権
者
は
、
賦
科
決
定
と
と
も
に
、
違
法
所
得
や
財
産
の
没
収
（
四
．
一
条
）、
違
反
行
為
に
使
っ
た
物
の
没
収
（
四
．
二
条
）、
損
害

賠
償
の
請
求
（
四
．
三
条
）、
強
制
治
療
（
四
．
四
条
、
例
え
ば
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
と
診
断
さ
れ
た
違
反
者
に
対
し
て
強
制
的
に
治
療
を
す

る
場
合
が
あ
る
）、
強
制
教
養
（
四
．
五
条
）
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
（
違
反
法
四
章
）。

Улсы
н И

х Хурлы
н нэгдсэн хуралдааны

 тэмдэглэл /2017 оны
 5 сары

н 11/ ны
 хуралдааны

 тэмдэглэл.103 хуудаснаас хойш
.

http://w
w

w
.parliam

ent.m
n/n/yhoo

を
参
照
。

モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学
法
学
部
「
行
政
義
務
違
反
法
及
び
行
政
義
務
違
反
行
為
の
処
理
手
続
法
の
制
定
を
め
ぐ
っ
て
」
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

（
二
〇
一
七
年
四
月
五
日
）、
テ
ム
ー
ジ
ン
（Х

.Тэмүүж
ин

）（
法
務
・
内
務
大
臣
）
の
発
表
に
よ
り
。

ま
た
、У

И
Х

-ы
н нэгдсэн хуралдааны

 тэмдэглэл /2017 оны
 5 сары

н 11/ ны
 хуралдааны

 тэмдэглэл.103 хуудаснаас хойш
.

П
.О

дгэрэл. Захиргааны
 эрх зүйн ерөнхий анги /3 дахь хэвлэл/. У

Б хот., 2016 он. 139 хуудас.

公
務
員
の
懲
戒
処
分
に
関
す
る
取
消
訴
訟
、
裁
判
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、http://new

.shuukh.m
n/zahirgaahyanalt/1064/view

を
参

照
（2020.05.12

最
終
確
認
）。

Х
аннс-Зайделийн сан, Эрх зүйн боловсрол академи. Ө

мнөх иш
лэл 47. 143 хуудас.

Х
аннс-Зайделийн сан, Эрх зүйн боловсрол академи.Ө

мнөх иш
лэл 47. 143 хуудас.

（
49
）

（
50
）

（
51
）

（
52
）

（
53
）

（
54
）

（
55
）

（
56
）

（
57
）

（
58
）

（
59
）

（
60
）

（阪大法学）70（5-463）　1219〔2021.1〕



論　　　説

公
務
員
の
懲
戒
処
分
に
関
す
る
取
消
訴
訟
、
裁
判
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、http://new

.shuukh.m
n/zahirgaaanhan/4157/view

（2020.05.12

最
終
確
認
）。

こ
こ
で
い
う
「
公
聴
会
（сонсгол

）」
と
は
、
公
益
に
関
す
る
決
定
を
下
す
前
に
、
国
家
機
関
及
び
国
民
の
意
見
を
聴
き
、
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
を
い
う
（
公
聴
会
に
関
す
る
法
律
（
二
〇
一
五
年
）
五
条
一
項
一
号
）。

こ
こ
で
い
う
「
や
む
を
え
な
い
場
合
」
の
定
義
に
関
し
て
、
民
法
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
。
民
法
一
一
条
に
よ
る
と
、「
や
む
を
え
な
い

場
合
の
行
為
（гарцаагүй байдлы

н улмаас хийсэн үйлдэл

）」
と
は
、「
や
む
を
え
な
い
状
況
の
危
険
性
を
他
の
方
法
で
処
理
す
る
の
が
不

可
能
で
あ
る
場
合
、
そ
の
状
況
を
抑
制
及
び
防
止
す
る
た
め
に
と
ら
れ
る
措
置
を
い
う
」。

Х
аннс-Зайделийн сан, Эрх зүйн боловсрол академи. Ө

мнөх иш
лэл 47. 150 хуудас.

裁
判
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、http://new

.shuukh.m
n/zahirgaahyanalt/990/view

（2020.05.12

最
終
確
認
）。

宮
田
三
郎
『
行
政
手
続
法
』（
信
山
社
・
一
九
九
九
年
）
四
頁
。

日
本
に
お
い
て
は
、「
効
率
」
に
つ
い
て
、
学
者
に
よ
っ
て
使
い
方
が
多
種
多
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
行
政
の
簡
易
性
と
迅
速
性
」（
南

博
方
『
行
政
手
続
と
行
政
処
分
』（
弘
文
堂
・
昭
和
五
五
年
）
六
頁
）、「
能
率
性
」
な
ど
が
あ
る
。

行
政
手
続
立
法
に
お
け
る
能
率
性
に
つ
い
て
は
、
手
島
孝
「『
現
代
の
立
法
』
と
し
て
の
『
行
政
手
続
法
』」
公
法
研
究
四
七
号
（
一
九
八

五
年
）
一
三
五
頁
以
下
。

宇
賀
克
也
『
行
政
手
続
三
法
の
解
説
（
第
三
次
改
訂
版
）』（
学
陽
書
房
・
二
〇
一
六
年
）
四
四
頁
。

申
請
に
対
す
る
拒
否
処
分
以
外
に
も
、
事
実
上
の
行
為
と
し
て
の
代
執
行
に
関
し
て
は
、
行
政
手
続
法
の
定
め
る
「
理
由
の
提
示
」、「
弁

明
の
機
会
の
付
与
」
を
活
か
す
手
続
改
善
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

仲
正
『
行
政
手
続
法
の
す
べ
て
』（
良
書
普
及
会
・
一
九
九
五
年
）
一
四
頁
以
下
、
高
木
光
、
常
岡
孝
好
、
須
田
守
『
条
解　

行
政
手
続

法
（
第
二
版
）』（
弘
文
堂
・
二
〇
一
七
年
）
二
三
頁
‐
二
四
頁
。

芝
池
義
一
『
行
政
法
総
論
講
義
（
第
四
版
）』（
有
斐
閣
・
二
〇
〇
六
年
）
二
八
一
頁
、
室
井
力
「
行
政
手
続
法
と
そ
の
課
題
」
ジ
ュ
リ
ス

ト
一
〇
三
九
号
（
一
九
九
四
年
）
三
四
頁
以
下
。

例
え
ば
、
広
島
県
行
政
手
続
条
例
の
七
条
二
項
で
は
、
申
請
に
対
す
る
拒
否
処
分
を
行
う
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
適
当
な
方
法
に
よ

り
当
該
申
請
者
に
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
広
島
県
行
政
手
続
条
例
に
つ
い
て
は
、
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モンゴルにおける不利益処分手続の展開（一）　
https://w

w
w

.pref.hiroshim
a.lg.jp/soshiki/6/gyotekaisei.htm

l

を
参
照
（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
最
終
確
認
）。

例
え
ば
、
日
本
の
行
手
法
に
よ
る
と
、
聴
聞
に
際
し
て
、
当
事
者
は
、
代
理
人
選
任
権
や
補
佐
人
選
定
権
を
有
し
て
お
り
、
ま
た
、
当
事

者
お
よ
び
参
加
人
は
、
意
見
陳
述
権
、
証
拠
提
出
権
、
行
政
庁
の
職
員
に
対
す
る
質
問
権
、
文
書
閲
覧
権
、
出
頭
に
代
わ
る
陳
述
書
と
証
拠
書

類
の
提
出
の
権
利
を
有
し
て
い
る
。
な
お
、
弁
明
の
機
会
の
付
与
の
際
は
、
参
加
人
に
対
し
て
文
書
閲
覧
請
求
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

中
川
・
前
掲
注
（
9
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

最
判
平
成
二
七
年
三
月
三
日
民
集
第
六
九
巻
二
号
一
四
三
頁
。

芝
池
・
前
掲
注
（
70
）
三
〇
三
頁
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
宇
賀
克
也
『
行
政
手
続
三
法
の
解
説
（
第
六
次
改
訂
版
）』（
学
陽
書
房
・
二
〇
一
三
年
）
一
四
二
頁
に
よ
れ
ば
、「
憲

法
上
の
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
の
要
請
と
し
て
、
職
能
分
離
が
要
求
さ
れ
る
」
と
い
う
解
釈
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

な
お
、
聴
聞
の
主
宰
者
の
職
能
分
離
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
の
平
成
二
六
年
の
改
正
に
よ
る
「
審
理
員
制
度
」
の
審
理
員
選
任

方
法
が
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

宇
賀
克
也
『
行
政
法
概
説
Ⅰ
（
第
七
版
）』（
有
斐
閣
・
二
〇
二
〇
年
）
四
七
七
頁
。

本
多
滝
夫
「
平
成
二
三
年
度
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
一
四
四
〇
号
）」（
二
〇
一
二
年
）
三
四
頁
以
下
。
こ
こ
で
は
、
最

判
昭
和
三
八
年
五
月
三
一
日
民
集
一
七
巻
四
号
六
一
七
頁
、
最
判
昭
和
四
九
年
四
月
二
五
日
民
集
二
八
巻
三
号
四
〇
五
頁
、
最
判
昭
和
六
〇
年

一
月
二
二
日
民
集
三
九
巻
一
号
一
頁
、
最
判
平
成
四
年
一
二
月
一
〇
日
判
時
一
四
五
三
号
一
一
六
頁
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
最
判
平
成
二
三
年
六
月
七
日
民
集
六
五
巻
四
号
二
〇
八
一
頁
は
、
従
来
（
上
記
）
の
判
例
法
理
に
新
た
に
「
処
分
基
準
の
適
用
関

係
の
記
載
」
を
求
め
た
こ
と
で
、
理
由
提
示
に
関
す
る
判
例
法
理
を
一
層
進
展
さ
せ
た
。

西
鳥
羽
和
明
「
理
由
付
記
判
例
法
理
と
行
政
手
続
法
の
理
由
提
示
（
二
・
完
）」
民
商
法
雑
誌
一
一
三
巻
一
号
（
一
九
九
五
年
）
四
頁
。

高
橋
滋
『
行
政
手
続
法
〔
現
代
行
政
法
学
全
集
（
二
）〕』（
ぎ
ょ
う
せ
い
・
一
九
九
六
年
）
二
七
五
頁
、
本
多
滝
夫
「
裁
判
例
の
分
析
か

ら
み
た
行
政
手
続
法
の
課
題
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
〇
四
号
（
二
〇
〇
六
年
）
四
五
頁
。

青
木
康
『
行
政
手
続
法
指
針
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
・
昭
和
五
五
年
）
二
七
頁
。

宮
崎
良
夫
「
行
政
手
続
法
と
裁
判
官
」
現
代
法
学
二
〇
号
（
二
〇
一
一
年
）
三
三
七
頁
。

橋
本
直
樹
「
行
政
手
続
の
瑕
疵
と
行
政
処
分
の
効
力
と
の
関
係
に
関
す
る
考
察
─
行
政
手
続
法
制
定
前
・
後
に
お
け
る
最
高
裁
判
例
及
び

（
72
）

（
73
）

（
74
）

（
75
）

（
76
）

（
77
）

（
78
）

（
79
）

（
80
）

（
81
）

（
82
）

（
83
）
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論　　　説

下
級
審
判
例
の
動
向
を
中
心
と
し
て
─
」
日
本
大
学
大
学
院
法
学
研
究
年
報
四
七
号
（
二
〇
一
七
年
）
三
三
頁
、
田
中
健
治
「
行
政
手
続
の
瑕

疵
と
行
政
処
分
の
有
効
性
」
藤
山
雅
行
、
村
田
斉
志
編
『
新
・
裁
判
実
務
大
系
第
二
五
巻　

行
政
争
訟
（
改
訂
版
）』（
二
〇
一
二
年
）
一
九
六

頁
か
ら
二
一
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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